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?
?
????
　﹃
い
さ
よ
ひ
の
日
記
聞
書
﹄
︵
図
書
館
請
求
記
号
　
ヘ
一
〇・
七
三
八
〇
︶
は、
二
〇
一
六
年
夏
に
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
た﹃十六夜日記﹄の注釈である。同本をここに全文を翻刻
し
て
紹
介
す
る。
﹃
十
六
夜
日
記
﹄
は、
藤
原
為
家
の
晩
年
の
正妻、阿仏によって書かれた日記・紀行である。為家は阿仏との間にもうけた為相を鍾愛し、和歌文書を相続させ、嫡男為氏に与えてい 荘園も次々と為相に与えた。播磨国細川庄の相続をめぐって、為家の没後 為氏は為相
の
相
続
を
妨
害
し
た。
弘
安
二
年
︵
一
二
七
九
︶
十
月、
細
川
庄の地頭職獲得のため、阿仏は幕府の武家法の裁断を受
けることをめざし、幼い為相に代わって鎌倉へ下向した。﹃十
六
夜
日
記
﹄
は
こ
の
裁
判
に
至
っ
た
経
緯
か
ら
起
筆
し、
前
半
の
鎌
倉
下
向
記
︵
路
次
の
記
︶、
後
半
の
鎌
倉
到
着
か
ら
後、
翌
年秋までの一年間の鎌倉滞在記
︵東日記︶
、そして作品全
体の表現を集約する長歌から構成される。伝本によっては﹃阿仏仮名諷誦﹄が合写
される。岩佐美代子氏の研究
で、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
所
蔵
の
九
条
家
旧
蔵
本
︵
江
戸
初
期
頃
写
︶
が、
古
態
を
示
す
最
善
本
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
された
１
。
　
近世以前の﹃十六夜日記﹄の注釈としては、文政七年
︵
一
八
二
四
︶
の
小
山
田
与
清
に
よ
る、
﹃
十
六
夜
日
記
残
月
抄
﹄
がある。万治二年刊本﹃十六夜日記﹄の本文を底本とし、
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七
本
を
校
合
し
て
詳
細
な
注
を
加
え
た、
﹃
十
六
夜
日
記
﹄
の
初
めての本格的な注釈書で、近代以降の十六夜日記注釈にも影響を与えてきた。ここに紹介する﹃いさよひの日記聞書﹄は、そ ﹃残月抄﹄より先に成立したと見られるも
の
で、
﹃
残
月
抄
﹄
と
は
異
な
る、
近
世
の﹃
十
六
夜
日
記
﹄
受容を伝えている。　
同注釈について最初に紹介した研究は、
小川寿一
﹁﹁い
さよひの日記聞書﹂について
２
﹂である。小川寿一は東京
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
︵
帝
国
大
学
国
語
研
究
室
所
蔵
︶
に
も、
外
題を
﹁不知夜日記註﹂
︵いざよい日記註︶
とする一本があっ
たが、関東大震災で焼失したらしいこと 指摘し、自身の架蔵本を紹介している。早大本は、小川寿一 蔵書印
３
はないものの その書誌情報や識語の一致から 小川寿一
が
紹
介
し
た
架
蔵
本
そ
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る。
﹃
い
さよひの日記聞書﹄は、小川旧蔵本すなわち早大本と、北海学園大学北
駕文庫本
４
、そして北駕文庫本を書写した
多和文庫本
５
の合計三本のみが現存している。早大本は寸
法が他の二本と比較して最も大きく、書式についても、
注が本文と同じ大きさで、かつゆったりと書写されている。他の二本が近世後期の書写であるのに対し、早大本は近世前期 ものであり、注釈の成立時に近い書写の伝本と考えられる。巻末には本文・注釈と同筆で﹁寛文十三年﹂ いう年次のある識語があるが、これが早大本の書写年次そのものではないよう る。その筆跡と形態的特徴から、元禄年間から享保年間ごろまでに書写されたのものと考えられる。この点については、別稿 て詳しく述べる。
?
?
??
﹃いさよひの日記聞書﹄
︵ヘ一〇・七三八〇︶
　
外
題、
﹁
阿
佛
道
之
記
﹂、
内
題﹁
い
さ
よ
ひ
の
日
記
聞
書
﹂。
外題は本文同筆で、
表紙中央の斐紙雲紙原題箋
︵縦一六
・
五㎝、横五㎝︶
に書かれる。藍色無地表紙、縦二七
・
〇㎝、
横一九・五㎝。綴糸は後補 袋綴一冊。見返
し本文共紙、
楮紙。後ろ見返し右端の裏面に﹁阿佛假名諷誦﹂と墨書直書きされているのが見え、反故を見返しに利用したも
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の。前遊紙一丁。下端に付箋の痕があり、蔵書の管理に用いた付箋の痕か。蔵書印は墨付一丁目右上の﹁早稲田／文庫﹂以外になし。字高二一・三㎝。一面十二行、作品本文、注部分も同じ大きさで かかれ、注部分は本文に対して一～一・五字数分下げ 部分的に細字の注もある。文字を確定させる傍記があるところもあり、親本の読みにくい筆跡を、そのまま模写したような事情もうかがわれる。また、文字の下に別な文字がみえる箇所は、書写の後、親本と校合して書き直したとみられる　
墨付丁の内容は以下の通り。一オ
　
いさよひの日記の
解題、一ウ～三四ウ
　
鎌倉下向記、三四ウ～五五ウ
　
鎌
倉滞在記 五五ウ～六二ウ
　
長歌、六三ウ・六四オ
　
阿
仏尼伝記、六五オ～六七オ
　
假名諷誦 八オ～七六
　
假名諷誦注釈。七六 に注釈から一行あけ、一字下げて、本文・注釈と同筆で﹁建治元年ヨリ寛文十三年マテ凡四百年歟／此年号ハ前ノ道ノ記ヨリ卄二年前也為家卿
／之
追善歟﹂とある。　
七
ウ
に﹁
兼
道
按
打
屈
し
た
る
也
つ
く
と
書
は
あ
し
か
る
へ
し﹂と本文・注釈とは別筆で頭注を書し、最終丁左下に﹁兼
道
以
他
本
校
了
﹂
と
あ
る。
こ
の
兼
道
と
い
う
の
は、
徳
島
藩士の湯浅兼道と考えられる。これは明治大学図書館所蔵﹃源氏物語聞録
６
﹄の湯浅兼道の署名と一致するためで、
兼
道
は
宮
本
武
史﹃
徳
島
藩
士
譜７
﹄
に
よ
れ
ば、
天
明
八
年
︵
一
七
八
八
︶
九
月
四
日
に
没
し
た
徳
島
藩
の
藩
医
で
あ
る。
こ
の
点
についても別稿で述べる予定である。?︵?︶
?
岩
佐
美
代
子﹁
九
条
家
本
十
六
夜
日
記︵
阿
仏
記
︶
に
つ
い
て
﹂
︵﹃
鶴
見
大
学
紀
要
﹄
二
九
号
　
一
九
九
二
年
三
月
︶
↓﹃
宮
廷
女
流
文学読解考
　
中世編﹄
︵笠間書院
　
一九九九年︶
。
︵?︶
?
小
川
寿
一﹁
﹁
い
さ
よ
ひ
の
日
記
聞
書
﹂
に
つ
い
て
﹂︵﹃
ぐ
ん
しょ﹄一︲七号
　
一九六二年七月︶
。
︵?︶
?
小
川
寿
一
の
蔵
書
印
は、
中
野
三
敏
編﹃
近
代
蔵
書
印
譜
﹄︵
青
裳
堂
書
店
　
一
九
九
七
年
︶
に
も
収
載
さ
れ
て
い
る。
同
書
に
よ
れ
ば、
小
川
寿
一
の
旧
蔵
書
は
京
都
で
売
り
立
て
ら
れ
た
と
い
う。
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
は
小
川
寿
一
旧
蔵
本
が
ほ
か
に﹃
平
家
公
達
巻
詞
﹄、﹃
真
名
伊
勢
物
語
﹄、﹃
素
性
集
﹄﹃
書
名
な
し︵
松
嶋
日
記
ほ
か
︶﹄︵
以
上
中
野
幸
一
旧
蔵
本
︶、﹃
山
中
と
き
わ
﹄︵
幸
若
舞
曲
写
本
︶、
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﹃
謌
合
集
﹄、﹃
拾
葉
和
歌
集
序
﹄
の
七
件
所
蔵
さ
れ
る。
注
目
さ
れ
る
の
は、
﹃
謌
合
集
﹄
が
巻
末
に﹁
九
條
公
爵
家
旧
藏
本
也
／
昭
和
四
年
大
呂
晦
　
岸
廼
舎
﹂
と
あ
り、
九
条
家
旧
蔵
本、
山
岸
徳
平
旧
蔵
本
で
あ
る
こ
と
で
あ
る︵
収
蔵
時
に
兼
築
信
行
氏
が﹃
早
稲
田
大
学
図
書
館
紀
要
﹄
四
七
号︵
二
〇
〇
〇
年
三
月
︶
に
て
紹
介
さ
れ
て
いる︶
。
︵?︶
?
松
原
一
義﹁
北
駕
文
庫
蔵﹃
十
六
夜
日
記
﹄︵
注
釈
書
︶
の
解
説
と翻刻﹂
︵﹃調査研究報告﹄三〇号
　
二〇一〇年 月︶
。
︵?︶
?
松
原
一
義﹁
﹃
十
六
夜
日
記
﹄
注
釈
書
の
新
資
料
の
報
告
│
多
和
文
庫
蔵﹁
十
六
夜
日
記
﹂
│
﹂︵﹃
国
文
学
攷
﹄
五
八
号
　
一
九
七
二
年
二
月
︶、﹁
多
和
文
庫
蔵﹃
十
六
夜
日
記
﹄︵
注
釈
書
︶
の
翻
刻
　
前
編
﹂︵﹃
四
国
女
子
大
学
紀
要
﹄
一︲
二
号
　
一
九
八
二
年
︶、﹁
多
和
文
庫
蔵﹃
十
六
夜
日
記
﹄︵
注
釈
書
︶
の
翻
刻
　
後
編
﹂︵﹃
四
国
女子大学紀要﹄二︲一号
　
一九八二年︶
。
︵?︶
?
湯
浅
幸
代﹁
湯
浅
兼
道
筆﹃
源
氏
物
語
聞
録
﹄
に
つ
い
て
﹂︵
日
向
一
雅
編﹃
源
氏
物
語
注
釈
史
の
世
界
﹄
青
簡
社
　
二
〇
一
四
年
︶。
この
﹃源氏物語聞録﹄
全五冊は
﹃古代学研究所紀要﹄
一、四、
五、
七、
八、
九、
一
一、
一
六、
一
九
号︵
二
〇
〇
六
年
二
月
～
二
〇
一
三
年
七
月
︶
に
日
向
一
雅
氏、
湯
浅
幸
代
氏、
木
下
綾
子
氏、
芝崎有里子氏によって翻刻されている。
︵?︶
?
宮
本
武
史﹃
徳
島
藩
士
譜
﹄︵
徳
島
藩
士
譜
刊
行
会
　
一
九
七
二
～
一
九
七
三
年
︶
に
よ
れ
ば、
﹁
初
代
　
湯
浅
堯
民
　
兼
道
　
初
氏
　
荒
川
／
①
　
明
和
二
酉
年
四
月
　
御
雇
　
明
和
三
戌
年
十
一
月
廿
三
日
召
出
／
②
　
御
雇
中
七
人
御
扶
持
方
　
五
人
御
扶
持
方
御
支
配
十
石
／
③
　
御
薬
園
御
用
　
富
田
屋
敷
御
番
医
師
／
④
　
天
明
八
申
年
九月四日没﹂
。
?
?
??
一
? 、漢字は可能な限り底本の字体によったが、一部通行の字体に改めた。漢字・仮名 別、仮名遣い、ならびに、ミセケチ・傍記等も底本のままとした。
一
? 、注部分は基本的に本文に対して二字下げで示した。一部本文の下に位置する注もあるが、底本のままの位置に示す。
一
? 、ミセケチ記号には〻、補入記号には○を用いた。
一
? 、
反
復
記
号﹁ゝ﹂
﹁
〳
〵﹂
は、
原
則
と
し
て
底
本
の
ま
ま
としたが 濁点は付した。
一、撥音便は底本を再現し、ン
　
を右下に傍記した。
一、誤写にはママを付した。一、改行も底本による。
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一
? 、
底
本
の
丁
数
と
表︵
オ
︶、
裏︵
ウ
︶
を
示
し、
丁
の
終
わ
る箇所には﹄
、前の行からの続きには
? ﹂を付した。
一
? 、﹁
い
さ
よ
ひ
の
日
記
聞
書
﹂
全
体
に、
読
解
の
便
宜
の
た
め
濁点を加え、
句読点を施した。
底本には本文同筆の
︵つ
まり親本以前の段階からあった︶
濁点がある。
その箇所は、
本翻刻で読解のために施した濁点と区別しなかった。
一
? 、六五丁オモテ～六七丁ウラの﹁仮名諷誦﹂本文、六八丁オモテ～七五丁ウラ ﹁仮名諷誦﹂注釈の本文部分
に
は、
濁
点・
句
読
点
を
施
さ
ず、
﹁
仮
名
諷
誦
﹂
注
釈
の
注
部
分
に
の
み
施
し
た。
﹁
仮
名
諷
誦
﹂
注
釈
に
は
本
文
部
分
行頭に朱の合点がある。これぱと＼で示した。本文部分にある 読 は
? 。? で示した。
一
? 、和歌には、行頭に﹃新編国歌大観﹄に拠る歌番号を付した。
????
?　
書
誌
と
底
本
の
読
み
に
関
し
て
慶
應
義
塾
大
学
斯
道
文
庫
の
佐
々
木
孝
浩
教
授、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
海
野
圭
介
准
教
授
の
御教示を得ました。深謝申し上げます。
?
?
??
　　
いさよひの日記聞書
この十六夜の記は、大納言為家卿の室阿佛の作なり。為家卿は、俊成卿の孫 定家卿の息也。阿佛は前但馬守平廣繁
シケ
が女め也。安嘉門院の右衛門佐といひし女房なり。
後には名を四条とあらたむ。阿佛は法名也。勅撰にも哥数おほく入たる哥人也。こゝに為 惣領を大納言為氏卿といへり。是は阿佛 ために他腹たりといへども、為家卿の惣領ゆへに 家督を継給ひしと也。しかるに、阿佛腹の為相卿 世にたてんとて、北条時宗執権の比、親子ともに鎌倉ゑ下り、訴訟せ れし時の道 日記なり ぞ。
︵一オ︶
むか かべのな より とめいでたりけん文 なをば、今の世の人の子は、夢ばか 身のうへ 事とはしらざりけりな。　　
是まで此日記の序分
ママ
のやうにかけり。さて壁の中より
　　
とかき出たるは、むかしもろこしの秦の始皇帝無道に
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おはしまして、儒書を焼捨られし古事也。されば
　　
これを惜みて書物を壁中へぬり籠て隠し置たり。
　　
五六十年以後、漢の高祖の時、壁中より論語といふ
　　
文をとり出して、今の世まで傳はれり。こゝに
　　
文のな ばとかける 論語をさしてい 身のうへ
　　
の事とかけるも、論語は君臣父子夫婦兄弟朋友の
　　
五
り
ん
の
道
を
糺
し、
又
世
を
お
さ
め
民
を
は
ぐ
ゝ
む
道
を
明
︵一ウ︶
﹄
　　
したる書なれば、我が身の時にあはぬ述懐にこめて
　　
いひ出 詞と聞ゆる也。
水ぐきの岡のくずはらかへす〳
゜
〵も、かきをくあと
たしかなれども、かひなきものはおやのいさめなりけり。　　
水茎の岡、近江の名所なり。水茎のを といへる心 、
　　
為家卿のかきをき給 筆のあ 、慥にあり
　　
いふ心なり。筆を水茎といふゆへなり。返す〳〵
　　
はん枕詞也。おや いさめ は、親 教訓なり。
また賢王の、
人をすてたまはぬまつりごとにももれ、
　　
賢王とは、一天世界をしろしめして、民を恵み給ふを
　　
けんわうといふ也。
忠
臣
の
世
を
思
ふ
な
さ
け
に
も
す
て
ら
る
ゝ
も
の
は
数
な
ら
ぬ︵
二
オ
︶
身ひとつなりけりと、思ひしりなば、又さてしもあらで、　　
君々たれば臣々たる道をもつて、賢王につかへ奉り
　　
て、世をば治る事なれど、其めぐみにももれたると、
　　
わが身に述懐していへり。前の論語をこゝにうけて
　　
いへる詞也。
なをこのう○
れ
へこそ、やるかたなくかなしけれ。
　　
なをこのに、子をもたせていへり。
さらに思ひつゞくれば、や
注今さら
まと哥
に也
の道は、たゞまことす
くなく、あだ るすさび
み
ば
〻
かりとおもふ人もやあらん。
　　
?? 此
や
ま
と
を、
大
和
〇の
國、
と
い
ふ、
よ
み
聲
に
よ
む
べ
き
に
や。古今﹂
　　
?? 集
の、
や
ま
と
う
た
は
人
の
こ
ゝ
ろ
を
た
ね
と
し
て、
と
い
ふ
やまと︵二ウ︶
﹄
　　
のよみ聲、家〳〵の口傳さま〴〵在。それとおなじ
　　
こゝろなるべし。 まあと哥とよ
む心持なり。扨爰の
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心は、今更阿佛の心をおもふに、和哥のみちは人の心
　　
なれば皆まことよりおこるなり、然にわが家のかく衰
　　
?? ろ
ふ
る
は、
あ
だ
な
る
な
ぐ
さ
み
一
ぺ
ん
の
や
う
に、
人
は
思
はんと也。
﹂
　　
和哥のみちのまことだにある物ならば、かく我家の衰
　　
へはあるまじき物をといふ心を、たゞま とす なく
　　
わ
か
の
道
は
、あ
だ
な
る
す
さ
びみ
ば
〻
か
り
の
や
う
な
り
と
い
へ
り
。
日のもとのくにゝ、天のいはとひらけし時より、四方の神たち 、かぐらのことばをはじめて、　　
日神岩戸に閉籠り給ひて、天が下常闇 なりし
　
　
と
き
、岩
戸
の
前
に
て
、諸
神
集
ま
り
神
楽
を
な
し
て
、日
神︵
三
オ
︶
　　
二たび四海をてらし給ふ事なり。
世をおさめ、ものやはらぐるなかだちとなりにけりとぞ、この道のひじりたちはし しをかれたり。　　
中だちとは哥道をさしていへり。此道の聖とは和哥通
　　
達の人を指て、此 の聖といへり。和哥は天下國家を
　　
治ヲサム
る
中
だ
ち
と
な
る
、徳
の
ふ
か
き
物
と
む
か
し
よ
り
い
へ
り
と
也
。
さても集をえらぶ人はためしおほかれど、二たびちよ
くをうけて、世々にきこえあげたる家は、たぐひなをありがたくやありけん。　　
?? 集
を
え
ら
ぶ
と
は
撰
集
也。
為
家
卿
は、
人
王
八
十
七
代
後
嵯
峨院の﹂
　　
續後撰集、同御代續古今集、両度の撰者也。其後打
　　
つ
ゞ
き
代
々
の
勅
撰、
為
氏
卿
よ
り
為
世
卿
為
兼
卿
為
定
卿、
︵三ウ︶
﹄
　　
為明卿、皆此家の 進也。
その跡にしもたづさはりて、みたりのおのこゞども　　
みたりは三人なり。為相卿為顕卿為守等也。此三人皆
　　
以阿佛腹の子なり。
もゝちのうたのふるほぐどもを、いかなるゑにかありけん、あづかりもたることあれど、　　
?? 百
千
と
は
哥
数
の
お
ほ
き
事
也。
ほ
ぐ
は
反
古
也。
も
た
る
は
持たる﹂
　　
なり。えには縁なり。
みちをたすけよ子をはごくめ、後のよをとへ とてふかきちぎりをむすびをかれし、ほそ川 ながれもゆ なく
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せきとゞめられしかば、　
　
為
家
卿
の
代
々
相
傳
の
知
行
所
播
磨
國
細
川
の
庄
な
り
。︵
四
オ
︶
　　
それを為氏卿に押領せられたるを、ゆへなくせきと
　　
め
ら
る
ゝ
と
い
ふ
な
り
。ふ
か
き
ち
ぎ
り
、む
す
ぶ
、せ
き
と
め
の
　　
詞、みな細川の縁語なり。
あととふ法のともし火も、みちをまもり、いゑをたすけんおやこの命もろとも、きゝ
ゑ
をあらそふとし月を
へ
て
、あ
や
う
く
こ
ゝ
ろ
ぼ
そ
き
な
が
ら
、な
に
と
し
て
つ
れ
な
く
け
ふ
まではながらふるらん。　　
前に、後の世をとへと為家卿の遺言 うけて、跡とふ
　　
?? の
り
と
い
へ
る
也。
次
の
詞
の
き
へ
を
あ
ら
そ
ふ
も、
燈
に
かゝりたる詞﹂
　　
な
り
。あ
る
か
な
き
か
の
こ
ゝ
ろ
な
り
。か
く
お
ち
ぶ
れ
た
る
身
の
、
　　
何をたよりにながらへたるぞ、となり。
おしからぬ身ひとつは、
やすくおもひすつれども、
︵四ウ︶
﹄
　　
阿佛の身命なり。
子をおもふこゝろのやみは、なをしのびがたく、　　
?? 人
の
親
の
心
は
や
み
に
あ
ら
ね
ど
も
子
を
思
ふ
道
に
ま
ど
ひ
ぬ
るかな﹂
　　
中納言兼輔の哥なり。
みちをかへりみるうらみは、やらんかたなく、　　
為氏卿は家督なれども、阿佛の為に他腹也。俊成
　　
定家・為家とつゞきて、扨四条腹 相は埋もれたれ
　　
ば
、代
々
和
哥
の
道
筋
を
つ
が
ぬ
事
を
道
を
か
へ
り
み
る
う
ら
み
　　
といへり。
さ
て
も
な
を
、あ
づ
ま
の
か
め
の
か
ゞ
み
に
う
つ
さ
ば
、く
も
ら
ぬ
か
げ
もやあらはるゝと、　　
?? 亀
の
鑑
な
り。
あ
づ
ま
と
は、
こ
ゝ
に
て
は
鎌
倉
を
指
な
り。
くもらぬ︵五オ︶
﹂
　　
影とは、政の正しきを、鏡のくもらぬにかけていへり。
せめて思ひあまりて、よろづのはゞかりをわすれて、　　
諸卿の評判、又鎌倉の執権などをこめて、萬の一字
　　
にみるべし。
身をようなきものになしはてゝ、
　　　　
用なき也。
ゆくりもなく、いざえ
よ
ふ
〻
月にさそはれて、いでなん
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とぞおもひなりぬる。　　
ゆくりもなくは、不意とかく也。心ならずとよむなり。
　　
はからずの心也。夕がほの巻に、
　
いざよひの月に
　　
ゆ
く
り
な
く
あ
く
が
る
ゝ
と
有
。思
ひ
の
ほ
か
の
心
也
。此
詞
よ
り
　　
い
へ
る
歟。
こ
ゝ
に
い
ざ
よ
ふ
月
に
さ
そ
は
れ
て、
と
あ
れ
ば、
︵五ウ︶
﹄
　　
十
六
日
の
月
し
ろ
あ
が
り
て
、い
ま
だ
出
や
ら
ぬ
比
な
る
べ
し
。夜
　　
?? 更
て
出
る
月
を
ば、
不
知
夜
月
と
か
く
也。
こ
ゝ
に
い
ふ
い
ざ
よひは、
﹂
　　
いざとさそはるゝこゝろなり。家隆卿の哥に、
　　
人ならば都にみまし宮城のゝ萩をいざよふ秋 夕ぐれ
　　
?? 此
い
ざ
よ
ふ
は
さ
そ
ふ
義
也。
こ
ゝ
の
い
ざ
よ
ふ
月
と
い
ふ
詞
とおなじ﹂
　　
物也。又人丸、
　　
武士の八十氏河の網〇
代
木にいざよふ波の行ゑしらずも
　　
このいざよふは休らふ義也。又、
　　
?? 君
や
こ
し
我
や
ゆ
か
ん
の
い
ざ
よ
ひ
に
槇
の
板
戸
も
さ
ゝ
で
ね
にけり﹂
　　
?? 是
も
休
ら
ふ
心
也。
か
や
う
に
さ
ま
〴
〵
あ
り。
此
日
記
の
い
ざよふ﹂
　　
は、さそ 義にみるべし。此詞
よりいざよひの日記と
　　
いふなり。
︵六オ︶
さりとては、文屋の康秀がさそふ水にもあらず　　
この詞にて、前のいざよひは、さそふ義分明なり。
　　
?? 詫
ぬ
れ
ば
身
を
う
き
草
の
ね
を
た
え
て
さ
そ
ふ
水
あ
ら
ば
い
な
んとぞおもふ﹂
　　
此哥にていへり。
是〇
は
康秀、
三河の掾になりてくだる時、
　　
小町を具し ゆかんといひし時、よめる哥なり。
すむべきくに、もとむるにもあらず、　　
阿佛の往んと思ふくにをもとめにもゆかず 唯この
　　
事をうたへんとて、鎌倉 お むくと也。
ころは三冬たつはじめの空なれば、ふりみふ み時雨もたえず、あらしにきほふ木の葉さへ なみだと もにみだれちりつゝ、ことにふれてこゝろぼそくかなしけれど、
︵六ウ︶
﹄
　　
冬三ケ月の内に、十月は、はじめの冬なり。 かれば
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みふゆたつはじめといへり。
ふりみふらずみは、
ふりふ
　　
らずさだめなきなり。ことにふれてとは、物毎にふれ
　　
て也。
人やりならぬみちなれば、いきうしとてもとゞまるべきにもあらで、 〇
に
となくいそぎたちぬ。
　　
我とゆく道なれば、人やりならぬ也。古今源さね
　　
?? 人
や
り
の
道
な
ら
な
く
に
大
か
た
は
い
き
う
し
と
い
ひ
て
い
ざ
帰なん﹂
　　
?? こ
の
哥
に
て
い
へ
り。
此
本
歌
の
心
は、
い
き
う
し
と
て
帰
ら
んなり。人﹂
　　
の
や
る
道
に
て
は
な
し
、我
と
ゆ
く
ほ
ど
に
と
也
。然
を
爰
に
心
を
　　
?? と
り
か
へ
て、
我
心
か
ら
わ
ざ
と
ゆ
く
ほ
ど
に、
今
さ
ら
と
ゞ
まるやう﹂
　　
もなしといへり。文章上手めきたり。
︵七オ︶
めかれざりつるほどだに、あれまさりつる庭 、まがきも、ましてと見まはされて　　
目か゜
るゝと云は目にみる事のうとき心也。爰は常に阿
　　
佛
の
、み
な
れ
し
庭
も
せ
な
れ
ば
、め
か
゜
れ
ね
ど
も
思
ひ
な
し
に
や
、
　　
あれたる心ちすると也。槇柱のまきにも此筆法あり。
　　
さ
し
も
思
は
ぬ
木
草
の
も
と
さ
へ
恋
し
か
ら
ん
こ
と
ゝ
、め
と
ゞ
　　
めてといへり。
したはしげなる人〳〵も
の
、
〻
そでのしづくも、なぐさめ
かねたる中にも、侍従大夫
゛
な
ンどのあながちに、
　　　　
侍従は為相、大夫
゛
は為顕なるべし。
うち
く〻つ
つく
し
〻
たるさま、いとこゝろぐるしければ、
︵兼道按打　
屈したる也
　
つくと書は
　
あしかるべ ︶
さま〴〵いひこしらへ、ねやのうちを見れば、むかしの枕の
さ
な
が
ら
か
は
ら
ぬ
を
み
る
も、
い
ま
さ
ら
か
な
し
く
て、
か
た
︵七ウ︶
﹄
はらにかきつく
゜
。
　　
むかしの枕は、為家卿の事也。鎌倉へ下らんと思ふも、
　　
家をおもふゆへなれば、今更なき人の俤そひてかなし
　　
ければ、其傍に哥をかきつくると也。
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?
と
ゞ
め
を
く
ふ
る
き
枕
の
ち
り
を
だ
に
我
た
ち
さ
ら
ば
誰
か
は
ら
はん﹂　　
是は長恨哥に、𦾔
キ枕故
キ衾誰与共ニセンこの詞より
　　
出たり。哥の心明らか也。
代々にかきおかれける哥のさうしどもの、おくがきな
ン
どして、あだならぬかぎりをえりしたゞ
ママ
めて、
　　
俊成卿、定家卿、為家卿まで、代々かきおかれし哥
　　
の草子なるべし。
　　
えりとはえらぶ也。
じじうの方へをくるとて、書そへたる哥、
︵八オ︶
?
和
哥
の
浦
に
か
き
と
ゞ
め
た
る
も
し
ほ
草
是
を
む
か
し
の
形
見
と
も見よ﹂　　
こ
れ
風
の
哥
也
。代
々
の
人
の
か
き
お
か
れ
し
物
を
、和
哥
の
浦
に
　　
たとへていへり。もしほ は、浦の藻とうけて、草子
　　
どもの事也。哥のこゝろ、ありのまゝなり
?
あ
な
か
し
こ
よ
こ
波
か
く
な
濱
千
鳥
一
か
た
な
ら
ぬ
跡
を
お
も
は
ゞ
　　
?? 心
明
か
也。
あ
な
か
し
こ
は、
あ
な
か
ま
也。
か
ま
い
て
〳
〵
といふ心也。濱﹂
　　
?? 千
鳥
は
筆
の
あ
と
也。
爰
に
て
は
侍
従
を
さ
し
て
い
ふ
也。
ひ
とかた﹂
　　
ならぬとは、代々也。
是も風の哥也。
これを見て、侍従の返事いととくあり。?
つ
ゐ
に
よ
も
あ
だ
に
は
な
ら
じ
も
し
ほ
草
形
見
を
み
よ
の
跡
に
残
さば﹂　　
?? 心
明
か
也。
か
た
み
を
見
る
を
三
代
に
か
ね
て、
俊
成、
定
家、
為家を﹂
　　
?? さ
し
て
歟、
三
代
相
傳
の
書
を
家
に
残
し
お
き
た
ら
ば、
終
に
よも︵八ウ︶
﹄
　　
あだにはならじと也。五句よみはてゝ、二の句まで
　　
返してみるべき也。
?
ま
よ
は
ま
し
を
し
へ
ざ
り
せ
ば
濱
千
鳥
一
か
た
な
ら
ぬ
跡
を
そ
れ
とも﹂　　
この哥は二の句より一の句へ返して見る也。是も五句
　　
よみはてゝ二の句へ返して く こゆる 今、母の
　　
を
し
へ
に
て
三
代
の
跡
を
も
、あ
だ
に
思
は
ね
ば
、此
後
は
ま
よ
ふ
　　
まじきと、詞の外にみえたる也。
この返
かへり
事いとおとなしければ、心やすうあはれなるにも、
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むかしの人
為家
に卿
き也
かせたてまつりたくて、また打しほ
れぬ。大夫 、かたはらさらず、なれきつるをふりすてられなんなごりがちに、おもひしりて 手ならひしたるを見れば、
　　　　　　
みな詞明らか也。
︵九オ︶
?
は
る
〴
〵
と
ゆ
く
さ
き
と
を
く
し
た
は
れ
て
い
か
に
そ
な
た
の
空
をながめん﹂　　
大夫為顕の哥也。当座の哥はかやうにすら〳〵とよむ、
　　
これ一躰也。
とかきつけたるものより、ことにあはれにて おなじかみにかきそへ 。?
つ
く
〴
〵
と
空
な
な
が
め
そ
恋
し
く
は
み
ち
と
を
く
と
も
は
や
帰
りこん﹂　　
此
歌
ここ
ゝ
ろ
を
も
と
ゝ
し
て
、詞
に
か
ゝ
は
ら
ず
あ
り
の
ま
ゝ
に
　　
よみて返したる一躰、面白也。
とぞなぐさむる。　　
?? 前
の
哥
へ、
つ
け
て
み
る
詞
也。
伊
勢
物
語
の
初
段
に、
と
な
んをいつきて、
﹂
　　
の詞におなじ。
山
よ
り
じ
じ
う
の
あ
に
の
律
師
も
、い
で
た
ち
み
ん
と
て
お
は︵
九
ウ
︶﹄
したり。　　
山とは比叡山也。りしと
は律師なり。名を慶融と云り。
それもいと心ぼそしとおもひたるを、この手ならひどもを見て、またかきそへたり。
　
律師也。
?
あ
だ
に
な
く
な
み
だ
は
か
け
じ
旅
衣
心
の
ゆ
き
て
た
ち
か
へ
る
ほ
ど
　　
?? こ
ゝ
ろ
明
ら
か
也。
や
が
て
立
か
へ
り
給
は
ん
ほ
ど
に、
な
み
だはかけ﹂
　　
まじき旅のかど出にいま〳〵敷にとなり。立かへるは、
　　
衣のゑんなり。
とは
句こといみじ
ママ
ながら、なみだのこぼるゝを、
　　
こ
と
い
み
は
、言
忌
也
。な
み
だ
は
か
け
じ
と
忌
な
が
ら
、な
く
と
也
。
あらゝかに、ものいひまぎらはすも、さま〴〵哀なるを、あ
ざ
り
の
君
は
山
伏
に
候
。
此
人
〳
〵
よ
り
は
あ
に
な
り
。︵
一
〇
オ
︶
　　
阿闍梨なり。名を源承といへり。續拾遺集の作者也。
このたびの、みちのしるべに、をくり奉 んとて いでたたるめるを、この手ならひ またまじらはざらんやは、とて書つく
゜
。
　　
書附る也。
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ま
じ
ら
は
ざ
ら
ん
や
は
、ま
じ
ら
ん
と
云
詞
也
。や
は
の
て
に
お
は
、
　　
皆此心持にみるべき也。
?立そふぞ嬉しかりける旅衣形身にたのむ親のまもりは　　
阿闍梨の哥也。前 旅衣立帰るとあるをうけて、たち
　　
そふぞと也。このあざり、阿仏の供して道の案内に
　　
鎌倉まで送給ふゆへに、立そふぞ嬉しき 也。かたみ
　　
?? は
衣
の
縁
也。
親
の
ま
も
り
と
は、
阿
仏
を
い
へ
り。
お
や
は
子を守り﹂
　　
めぐむゆへなり。
︵一〇ウ︶
﹄
　　
?? 唐
國
の
む
か
し
を
聞
も
た
ら
ち
ね
の
親
の
ま
も
り
の
在
世
と
ぞ
おもふ﹂
女
子
は
あ
ま
た
も
な
し。
た
ゞ
ひ
と
り
に
て、
此
比
ち
か
き
ほ
ど
の
女院に﹂さ
ぶ
ら
ひ
た
ま
ふ。
ゐ
ん
の
ひ
め
み
や、
ひ
と
と
こ
ろ
む
ま
れ
給
ふ
ことにて、
﹂
こゝろづかひもまことしきさまに、おとなしくおはすれば、　　
院とは、後嵯峨院か亀山院なるべし。阿佛同時の両院
　　
なり。さぶらひ給ふとは阿佛の息女の事なり。此腹に
　　
ゐんの姫宮、一所御誕生ありと也。
宮の御
ンかたの、御
ン恋しさも
、かねて申をくつゐでに
じゞう、大
゛
夫
゛
な
ンどのこと、はぐゝみおはすべきよしも
こまかにかきつけて、おくに、
??君
を
こ
そ
朝
日
と
た
の
め
ふ
る
里
に
残
る
な
で
し
こ
霜
に
か
ら
す
な︵一一オ︶
﹂
　　
こゝろ明らか也。ひめ宮の御威光を朝日の出るやうに
　　
頼むと也。しかるあいだ、ふるさと
の〻に
残しをく子ども
　　
を
な
で
し
こ
に
た
と
へ
は〻て
、殊
に
三
冬
た
つ
は
じ
め
の
比
な
れ
ば
、
　　
霜にかれぬやうに、たのみたてまつると也。哀ふかし。
　　
な
で
し
こ
を
子
に
た
と
へ
て
い
へ
る
は
、順
が
和
名
の
序
に
、鍾
愛
　　
抽
ンズ? 衆草
ヲ? 故
ニ号
ス? 撫子
ト? 艶色装
ヨソフ
? 千年
ヲ? 故
ニ曰
フ? 常
ト夏
?
　　
云々
ときこえたれば、御かへりもこまやかに、
　
文の御返事也。
いとあはれにかきて 哥の御返事には、
??思ひをく心とゞめばふる里の霜にもかけじ大和なでしこ
　　
息女の返哥なり。
哥の心は、
仰をかるゝ心をあだに思は
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?? ね
ば、
霜
に
か
ら
さ
じ
と
也。
大
和
な
で
し
こ
と
は、
か
ら
な
でしこ︵一一ウ︶
﹄
　　
と
い
ふ
よ
り
い
へ
り
。な
で
し
こ
の
哥
は
、み
な
む
か
し
よ
り
子
を
　　
もたせてよむなり。
とぞある。
　　
前の哥につく詞也。
いつゝの子どもの哥、残りなくかきつゞけぬるも、かつはおこがましけれ 、おやのこゝろには、哀におぼゆるまゝに、かきあ めたり。　　
系
二条
圖
　　
爲正二位大納言
家│爲
大納言
氏│為
爲氏ノ弟
教
右兵衛督
│
（冷泉）
爲爲教ノ子
兼
〻〻
　
爲冷泉也
相
│
爲
顕︿
法
名・
明
覚
﹀
│
爲侍
守従
︿
法
名・
尭
月
﹀
│
源
承︿阿闍梨也・續拾遺作者﹀│慶融︿律師也﹀
﹂
　　
女子二人以上男女七人四條腹也。
さ
の
み
心
よ
は
く
て
も、
い
か
ゞ
と
て、
つ
れ
な
く
ふ
り
す
て
つ。
あはた﹂ぐちといふ所よりも、車はかへしつ。ほどなくあふさか関こゆるほどにも、
︵一二オ︶
??さ
だ
め
な
き
命
は
し
ら
ぬ
旅
な
れ
ば
ま
た
あ
ふ
さ
か
と
た
の
め
て
ぞ行﹂
　　
阿
佛
も
老
躰
な
り
。殊
老
少
不
定
な
り
、し
か
る
に
古
郷
を
ば
は
な
　　
れ、したしき人〳〵ををきてあづまにおもむけば、哀
　　
ふかし。唯今の阿佛の心に、二度逢事を頼給ふ
　　
より外の願ひ、是にすぐべからず、ありの ゝによみ
　　
たまへる所、これま 作者のものなり。
野路といふ所は、こしかた行さきの人も見えず。　　
野路は近江の名所なり。今の草津の手前なり。
　　
古哥おほし。こしかたは きしか 行さきなり。
日はくれかゝりて、
いとものがなしとおもふに、
時雨さへ打
そゝく
゜
　
　
時
雨
さ
へ
の
字
ち
か
ら
あ
り
。そ
ゝ
ぐ
は
ふ
る
な
り
。︵
一
二
ウ
︶﹄
??う
ち
時
雨
ふ
る
里
お
も
ふ
袖
ぬ
れ
て
行
さ
き
と
を
き
野
ぢ
の
し
の
原
　　
心
あ
き
ら
か
也
。ふ
る
に
古
郷
を
か
ね
た
り
。野
路
の
し
の
は
ら
の
　　
行
先
遠
き
こ
ゝ
ち
す
る
に
、時
雨
さ
へ
ふ
り
て
袖
を
ぬ
ら
す
と
な
り
。
　　
?? ゆ
く
さ
き
遠
き
心
ち
の
す
る
は、
跡
に
心
の
ひ
か
る
ゝ
ゆ
へ
也。
此哥﹂
　　
玉葉集旅の部に入たり。詞書にあづまへまかりけるに
　　
?? の
ぢ
と
い
ふ
所
に
て、
日
暮
か
ゝ
り
て、
時
雨
さ
へ
打
そ
ゝ
ぎ
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ければ﹂
　　
とあり。
こよひはかゞみといふ所につくべしとさだめつれど、くれはてゝゆきつ ず。　　
かゞみ、近江の名所なり。古哥おほし。
もり山といふ所にとゞまりぬ。こゝにもなを、時雨ぞしたひ来にける。
︵一三オ︶
　　
守山同名所なり。古哥おほし。
??い
と
ゞ
な
を
袖
ぬ
ら
せ
と
や
や
ど
り
け
ん
ま
な
く
時
雨
の
も
る
山
にしも﹂　　
時
雨
ぞ
し
た
ひ
の
詞
を
う
け
て
、い
と
ゞ
猶
袖
ぬ
ら
せ
と
て
や
ど
り
　　
た
る
か
と
也
。ま
な
く
、ひ
ま
な
く
也
。守
山
所
の
名
に
い
ふ
時
は
、
　　
もり山、哥によむ きは大かた、もる山とあり。貫之、
　　
白
露
も
時
雨
も
い
た
く
守
山
は
下
葉
の
こ
ら
ず
い
ろ
づ
き
に
け
り
今
日
は
十
六
日
の
夜
な
り
け
り
。い
と
く
る
し
く
て
打
ふ
し
ぬ
。い
ま
だ
月のひかり、かすかにのこりたる。あけぼのに守 を でて行。　　
十六夜は有明なれば、月の光かすかに残るなり。
や
す
の
川
わ
た
る
ほ
ど
、さ
き
だ
ち
て
ゆ
く
旅
人
の
、こ
ま
の
あ
し
を
と
ばかりさやかにて、霧いとふかし。
︵一三ウ︶
﹄
　　
野洲も近江
の名所なり。古哥多し。
??旅人もみなもろともに朝立て駒うちわたすやすの川ぎり
　　
?? 心
か
く
れ
な
し。
朝
立
て
と
は、
旅
人
と
き
り
と
の
縁
な
り。
此哥も﹂
　　
玉葉集旅の部に入たり。
十七日は、をのゝしゆくといふところにとゞまる。　　
しゆくをすくとよむべし。
月いでゝやまの峯にたちつゞきたる。　　
たち待の月とて、宵より出る月なり。
松の木の間けぢめ見えて、いとおも ろし。　　
月にて木の間のわかちみえたるをば、けぢめといへり。
　　
河海
　
結ケジメ
目
　
掲同
目
こゝも夜ぶかき霧のまよひに、たどりいでつや
〻
︵一四オ︶
　　
爰も、のもの字、前の野洲 河霧にこたへて、爰
　　
といへり。上手 文章也。
さめが井といふ水、夏ならばうちすぎまし
゜
や、とおもふに、
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かち人は、なをたちよりてくむなる。　　
醒井、近江の名所也。此所にさめが井とて、名水あり。
　　
夏
な
ら
ば
打
過
ま
し゜
〇や
、立
よ
り
て
く
ま
ん
物
を
と
也
。さ
れ
ど
も
　　
か
ち
に
て
と
を
る
人
は
、名
水
ゆ
へ
に
、立
寄
て
く
む
と
也
。過
ま
し
　　
や、このやの字、あたりてみるべし。
??む
す
ぶ
手
に
に
ご
る
心
を
す
ゝ
ぎ
な
ば
う
き
世
の
ゆ
め
や
醒
が
井
の水﹂　　
?? 心
明
ら
か
也。
聞
え
た
る
ま
ゝ
也。
此
う
き
世
の
ゆ
め
と
い
ふ
所、此哥﹂
　　
の眼也。貫之古今哥の詞の俤をとれり。扨うき世のゆ
　
　
め
と
は
唯
識
論
に
　
生
死
長
夜
ノ
夢
と
い
へ
り
。又
金︵
一
四
ウ
︶﹄
　　
剛經には、一切有爲ノ法ハ如
? 夢幻泡影
ノ? と説り。
　　
是皆うき世の夢なり
とぞおぼゆる。　　
前の哥へ、つけてみるべし。
十八日みのゝくに、せきの藤川わたるほどに、先思ひつゞけゝる。　　
関の藤川、名所也。哥多し。摂関 いづれも藤氏なる
　　
ゆへに、関のふぢ川とよむなり
。為家卿も藤原氏な
　　
れば、まづといふ字、ちからある物也。上手の文章也。
??我
子
ど
も
君
に
つ
か
へ
ん
た
め
な
ら
で
わ
た
ら
ま
し
や
は
関
の
ふ
ぢ川﹂　　
こ
ゝ
ろ
明
ら
か
也
。子
を
世
に
た
て
ゝ
君
に
つ
か
へ
ん
と
思
は
ず
は
、
　
　
何
し
に
わ
た
ら
ん
と
也
。為
家
卿
も
御
堂
関
白
道
長
公︵
一
五
オ
︶
　　
のながれなれば、かくいへり。
ふはのせきやのいたびさしは、今もかはらざりけり。　　
関所の名所 り。哥おほし。
??ひ
ま
お
ほ
き
ふ
は
の
せ
き
や
は
此
ほ
ど
の
時
雨
も
月
も
い
か
に
も
るらん﹂　　
?? あ
れ
は
て
し
不
破
の
関
や
の
板
び
さ
し
月
も
れ
と
て
や
ま
ば
ら
なるらん﹂
　　
?? 是
を
本
哥
に
し
て
い
へ
り。
心
は、
月
ば
か
り
か
は、
時
雨
ま
でいかにも ﹂
　　
ぞ、と也。
関より、かきくらしつる雨、時雨にすぎて、ふりくらせば、みちもいとあしくて、心より外にかさぬひのむまやといふ
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にとゞまる。
??旅
人
は
み
の
う
ち
は
ら
ふ
夕
暮
の
雨
に
や
ど
か
る
か
さ
ぬ
ひ
の
さ
と
　　
?? 蓑
に
笠
と
對
し
て
い
へ
り。
雨
に
や
ど
か
る
に、
か
さ
ぬ
ひ
の
里、折︵一五ウ︶
﹄
　　
にあひたる物なり。
十九日、またこゝをいで〇
て
ゆく
く
。夜もすがらふりつる雨に
ひらのとかやいふほど、みちいとわろくて人かよふべくもあらねば、水田の面をぞ、さながら行。あ るまゝに、雨はふ ずなりぬ。ひるつが
ママ
た、すぎ行みちに、めにたつ
やしろあり。人にとへば むすぶの神とぞきこゆ 、といへば、　　
結の神、美濃國にあり。勅撰に見えたり。
??ま
も
れ
た
ゞ
ち
ぎ
り
結
ぶ
の
神
な
ら
ば
と
け
ぬ
う
ら
み
に
我
ま
よ
はさで﹂　　
?? 心
あ
ら
は
也。
む
す
ぶ
を
と
け
ぬ
と
う
け
た
る
也。
と
け
ぬ
う
らみとは、此﹂
　　
たびの望をかなへて、まもり給へとなり。
す
の
ま
た
と
か
や
い
ふ
川
に
は、
船
を
な
ら
べ
て、
ま
さ
木
の
つ
な
にや︵一六オ︶
﹂
あらん、かけとゞめたるうきはしあり。いとあやうけれど、わたる。　　
まさ木のつな
とは杣人のまさきのかづらといふものを
　　
つなにして、筏をもながし、又とゞむる所にも是にて
　　
つなぐ り。
こ
の
川
つ
ゝ
み
の
か
た
は
い
と
ふ
か
く
て
、か
た
〴
〵
は
あ
さ
け
れ
ば
、
??か
た
ぶ
ち
の
ふ
か
き
こ
ゝ
ろ
は
あ
り
な
が
ら
人
め
つ
ゝ
み
に
さ
ぞ
せかるらん﹂　　
人のみるめをつゝむを、川のつゝみにたとへたり。
　　
?? 思
へ
ど
も
人
め
つ
ゝ
み
の
高
け
れ
ば
河
と
み
な
が
ら
え
こ
そ
わ
たらね﹂
　　
古今恋の哥の俤をとれり。
??か
り
の
世
の
ゆ
き
き
とと
み
る
も
は
か
な
し
や
身
の
う
き
船
を
う
き
橋にして﹂　　
?? う
き
た
る
身
を
は
し
に
か
け
て、
か
り
の
世
の
行
末
と
す
る
は、
とも︵一六ウ︶
﹄
　　
にはかなしと也。有心躰なり。
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と思ひつゞけける。　　
前につけてみるべし。
また一の宮といふ社をすぐとて、
??一
の
宮
な
さ
やゑ
な
〻
つ
か
し
ふ
た
つ
な
く
み
つ
な
き
の
り
をを
ま
も
る
なるべし﹂　　
?? ふ
た
つ
も
な
く、
み
つ
も
な
き
一
乗
法
花
を
た
も
つ
阿
仏
な
れ
ば、そ﹂
　　
?? れ
を
ま
も
り
給
ふ
一
の
宮
な
ら
ば、
な
つ
か
し
き
と
也。
こ
の
なつかしき﹂
　　
は、たのも といふこゝろにみるがおもしろきなり。
廿日、おはりの國におもとゝいふむ やを出て行○
句
よぎぬ
道
な
れ
ば、
熱
田
の
宮
へ
ま
い
り
て、
　　
よ
ぎ
ぬ
は、
道
筋
に
ま
?
します神なれば也。
　　
熱田宮
　
倭姫命世記ニ、神躰草薙ノ剱云々、日本武命、
　　
東征ノ時、天照太神ヨリ賜ハリシ寶剱也。
︵一七オ︶
すゞりとり出て、かきつけて奉りける哥、いつゝ
??祈
る
ぞ
よ
我
思
ふ
事
な
る
み
が
た
か
た
ひ
く
し
ほ
も
波
の
ま
に
〳
〵
　　
?? 鳴
海
泻、
名
所
也。
熱
田
の
海
際
也。
な
る
み
が
た
か
た
引、
序詞也。
﹂
　　
?? お
も
ふ
事
な
る、
と
は、
此
爰
の
訴
訟
成
就
の
事
也。
か
た
ひ
くも、下心﹂
　　
あるべし。
まに〳〵とは、
神にまかせ奉るほどに神の御
　　
こゝろまゝと也。菅家の紅葉のにしき神のまに〳〵と
　　
おなじこゝろなり
??鳴
海
が
た
和
哥
の
浦
か
ぜ
へ
た
て
ず
は
お
な
じ
心
に
神
も
う
く
ら
ん
　　
?? 身
の
う
へ
の、
わ
か
の
道
を
そ
へ
て
い
へ
り。
哥
は
神
代
よ
り
つたはれば﹂
　　
我おもふいのりを、神もうけひき給はんとなり
??み
つ
塩
の
さ
し
て
う
き
つ
る
な
る
み
が
た
神
や
哀
と
み
る
め
た
づ
ねて﹂　　
?? 神
や
哀
と
い
ふ
に、
我
身
の
う
へ
を
い
へ
り。
是、
風
の
哥
な
り。
︵一七ウ︶
﹄
??雨かぜも神の心にまかす覧我ゆくさきの
にイ
さはりあらすな
　　
風
雨
の
難
も
み
な
、神
の
御
心
な
ら
ん
ほ
ど
に
、旅
の
道
障
り
な
き
　　
やうにと、祈る也。
???契
り
あ
れ
や
む
か
し
も
ゆ
め
に
み
し
め
縄
た
ゞ
爰
に
し
も
め
ぐ
り
─　　─190
あひぬる﹂　　
この哥一首、板の本に落たり。哥の心はむかし三河の
　　
國宮路山まで、阿佛 、父と友なひてくだり給ひ 時、
　　
こ
の
熱
田
を
と
を
り
給
ふ
ゆ
へ
に
、ひ
さ
し
き
事
な
れ
ば
む
か
し
　　
もゆめにみたると也。今又二たび拜み奉るべき契り
　　
なれや、となり。みしめ縄 心にかけて いひてむか
　　
しの契りにめぐりあふと、夢に對していへり。
し
ほ
ひ
の
ほ
ど
な
れ
ば
、さ
は
り
な
く
、ひ
が
た
を
ゆ
く
折
し
も
、濱
千
鳥
い
と
お
ほ
く
さ
き
だ
ち
て
ゆ
く
も
、知
べ
が
ほ
な
る
心
地
し
て
、︵
一
八
オ
︶
　　
濱千鳥のさきだちてゆくは旅の ちの るべするやう
　　
なりと也。旅行のさま、哀也。
??濱
千
鳥
な
き
て
ぞ
さ
そ
ふ
世
の
中
に
跡
と
は
ん
と
は
お
も
は
ざ
り
しを﹂　　
鳥
の
跡
、と
、う
け
た
る
詞
也
。為
家
卿
の
事
な
る
べ
し
。跡
と
は
ん
　　
と
は
、為
家
卿
に
を
く
れ
て
、跡
と
は
ん
と
は
也
。夫
婦
は
階ママ
老
同
　　
穴のかたらひをなして、死なばともにと契れども老少
　　
?? 不
定
の
習
ひ
な
れ
ば、
跡
と
は
ん
と
は、
か
け
て
は
お
も
は
ざ
りしを、と﹂
　　
なり。哀なり。
すみだ川のわたりにこそ、ありときゝし、都どりといふ鳥の、はしと足とあかきは、この浦にもありけり。　　
はしとあしとあかき、伊勢物語の詞にていへり。
??こ
と
ゝ
は
ん
は
し
と
あ
し
と
は
あ
か
ざ
り
し
我
す
む
か
た
の
都
鳥
かと︵一八ウ︶
﹄
　　
?? 業
平
朝
臣
の、
名
に
し
お
は
ゞ
い
ざ
事
と
は
ん、
の
哥
に
て
い
へり。詞も心﹂
　　
?? も
さ
な
が
ら
と
れ
り。
詞
す
ら
〳
〵
と、
と
ゞ
こ
ほ
り
な
く、
上手の風骨也
﹂
二
村
山
を
こ
ゑ
て
ゆ
く
に
、山
も
野
も
い
と
と
を
く
て
、日
も
暮
は
て
ぬ
。
　　
山も野もは、二村山より行先の野山なり。
??はる〴〵と二村山を行過て猶すゑたどる野邊のゆふやみ
　　
?? 前
が
き
の
躰
を、
す
ぐ
に
の
べ
た
る
哥
也。
旅
行
の
躰、
哀
也。
かやう﹂
　　
?? に
見
る
が
ご
と
く
に
よ
め
る
躰、
旅
行
の
哥
の
一
躰
也。
初
心
の人の、を﹂
　　
よぶ所にあらず。二村山は、尾張の國の名所也。
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八はしにとゞまらんといふ。
くらさに、
はしも見えずなりぬ。
　　
こ
の
詞
も
、前
の
、日
も
く
れ
は
て
ぬ
と
い
ふ
詞
に
對
し
て
い
へ
り
。
??さ
ゝ
が
に
の
く
も
で
あ
や
う
き
八
橋
を
夕
暮
か
け
て
わ
た
り
ぬ
る
かな﹂　　
?? 蜘
の
手
は
八
あ
れ
ば、
八
橋
と
い
へ
り。
夕
暮
か
け
て、
も、
橋のえんなり。
︵一九オ︶
﹂
　　
又伊勢物語に、水行川のくもでといふは、たてよこに
　　
?? な
が
れ
た
る
に、
柱
を
う
ち
ち
が
へ
た
る
物
を、
蜘
手
と
な
り。
物がたり﹂
　　
に
て
も
説
々
あ
り
。此
哥
、玉
葉
集
旅
の
部
に
入
た
り
。下
句
を
、夕
　　
?? 暮
か
け
て
わ
た
り
か
ね
ぬ
る、
と、
な
を
し
て
入
た
り。
詞
書
に、三河﹂
　　
?? の
國
八
橋
を
と
を
る
と
て、
と
あ
り。
哥
の
心
は、
さ
ゝ
が
に
のは
、
〻
蜘なり。
﹂
　　
?? く
も
の
巣
は、
あ
や
う
き
物
也。
そ
れ
を
ば、
は
し
の
く
も
で
の、かなたこ﹂
　　
なたへわたし るにそへて、あやうきに夕暮に渡ると
　　
なり。
廿
一
日
、八
橋
を
い
で
ゝ
行
に
、い
と
よ
く
は
れ
た
り
。山
も
と
と
を
き
はら野を、わけ行。ひるつが
ママ
たになりて、紅葉いとおほ
き山にむかひて行。風につれなきところ〴〵、朽葉にそめかへてげ
ママ
り︵一九ウ︶
﹄
　　
ちり残りたるを、つれなきといへり。
ときは木どもゝたちまじり 、あをぢの錦を見るこちす。人にとへば、宮路の山 といふ　　
?? 青
地
の
に
し
き、
よ
き
た
と
へ
也。
さ
な
が
ら
み
る
や
う
の
言
葉なり。
﹂
　　
宮路山、参河の名所なり。古哥多し。
??時雨けりそむる千しほのはては又紅葉の錦色かへるまで
　　
?? し
ぐ
れ
に
ひ
た
と
そ
め
て、
千
し
ほ
に
な
り
た
る
也。
そ
れ
を、
紅葉の﹂
　　
?? 錦
と
み
た
て、
又
そ
の
に
し
き
の
色
の
か
へ
る
ほ
ど、
色
が
こ
がるゝ﹂
　　
と也。しぐれけり五文字、肝要也。時雨けり〳〵と也。
この山までは、むかしみし心ちするに、比さへかはらねば、　　
阿佛の父は、前但馬守廣繁なれば むかし参河守にて
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下られし時など、同道したるべし︵二〇オ︶
??待けりなむかしも越し宮路山おなじ時雨のめぐり逢世を
　　
?? め
ぐ
る、
は、
時
雨
の
縁
也。
こ
れ
も
一
句
の
哥
也。
五
句
ま
でいひつめて待けり。
﹂
　　
?? な、
と、
五
文
字
へ
か
へ
り
た
る
也。
此
日
記
に、
此
躰
の
哥
のみ、数多よ﹂
　　
み
給
へ
り
し
。哥
の
心
、聞
え
た
る
ま
ゝ
也
。む
か
し
と
今
と
思
ひ
　　
やりし所、詞の外に感あるもの也。
山のすそ野に竹の立所に、
かや屋のひとつ見ゆる。
いかにし
て、なにのたよりに、かくてすむ覧、と見ゆ。　　
心なき所に、こゝろを付ていへる、哀ふかし。
??ぬしや誰山のすそ野にやどしめてあたり淋敷竹の一村
　　
ゆくてに見ゆる を さしつけていへり。誠に見る躰
　　
なり。前がきをよくうけて、此哥 みれば 猶 り。
　　
?? 手
の
つ
け
ら
れ
ぬ
も
の
也。
五
句
す
ら
〳
〵
と
し
て、
か
や
う
のてい︵二〇ウ︶
﹄
　　
は
、其
作
意
な
く
て
は
、を
よ
ぶ
ま
じ
き
物
也
。　
里
竹
　
為
氏
卿
　　
玉
誰
里
の
家
ゐ
な
る
ら
ん
か
た
山
の
麓
に
め
ぐ
る
竹
の
ひ
と
む
ら
日
は
入
は
て
ゝ
、な
を
も
の
ゝ
あ
や
め
も
わ
か
ぬ
ほ
ど
に
、わ
た
う
と
か
や
いふ所に、とゞまりぬ。　　
?? も
の
ゝ
あ
や
め
は、
あ
や
も
み
え
ぬ
也。
猶、
古
今
集
恋
の
一
巻頭、なく﹂
　　
やさ月のあやめ草の哥の注に、くはし。畧のわたう
　　
といふ所、
書写誤にてしりがたし。
勅撰名所にもみえず。
廿
二
日
、あ
か
つ
き
、夜
ふ
か
き
あ
り
明
の
か
げ
に
、い
で
ゝ
ゆ
く
。い
つ
よりも物がなし。
??す
み
わ
び
て
月
の
都
を
い
で
し
か
ど
う
き
身
は
な
れ
ぬ
有
明
の
か
げ
　　
?? 月
の
都
は、
月
宮
殿
の〻也
。
爰
の
心
は、
只
み
や
こ
を
さ
し
て
い
へり。十六日﹂
　　
に
都
を
出
給
へ
れ
ば
月
の
都
お
も
し
ろ
き
也。
住
詫
て
都
を
出
︵二一オ︶
﹂
　　
たれども、長途の旅なれば、うき身はなれぬと也。哀
　　
ふ
か
し
。か
ゝ
る
こ
た
へ
を
な
さ
ん
と
お
も
ふ
ゆ
へ
に
、す
み
わ
び
て
　　
都を出たると也。
とぞ、おもひつゞくる。　　
前につけてみるべし。
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供なる人、ありあけの月さへかさ
さ
きたりといふを聞て、
??旅人のおなじ道にや出ぬらん笠うちきたるあり明のつき
　　
?? 旅
す
る
人
は、
か
さ
を
き
る
ゆ
へ
に、
旅
人
に
も
あ
ら
ぬ
有
明
の月さへ、
﹂
　　
笠
○を
きき
た
り
と
い
ふ
也
。し
か
れ
ば
上
句
旅
人
と
お
な
じ
や
う
に
　　
かさきたる かと也。旅人のすげのをがさ、と古哥に
　　
もあり。
たかしの山もこえつ。
︵二一ウ︶
﹄
　　
参河の名所な 古哥多し。
海みゆるほど、
いとおもしろし。
うらかぜあれて、
松のひゞ
きすごく、なみいとたかし。
??我
た
め
や
な
み
も
た
か
し
の
濱
な
ら
ん
そ
で
の
み
な
と
の
波
は
や
すまで﹂　　
?? 袖
の
な
み
だ
に、
舟
〇の
よ
す
る
ほ
ど
な
れ
ば、
袖
の
湊
と
い
ふ
也。伊勢物語﹂
　　
?? に、
そ
で
に
湊
の
さ
は
ぐ
か
な、
と
よ
め
り。
お
な
じ
心
也。
こゝは かく﹂
　　
?? う
き
旅
に、
ぬ
る
ゝ
袖
は、
我
た
め
に
波
も
た
か
し
の
濱、
と
いふか、と也。
﹂
　　
?? こ
の
哥
に、
な
み
も
高
し、
波
は
や
す
ま
で、
と
ふ
た
つ
あ
り。
かやうに﹂
　　
を
き
た
る
は
、ま
た
一
躰
な
る
べ
し
。上
句
の
波
は
海
の
波
、下
の
句
　　
の浪は、袖のなみだとみるべし
いとしろきすさきに、くろきとりのむれゐたるは、うといふ鳥なりけり。
︵二二オ︶
??し
ら
濱
に
す
み
の
色
な
る
し
ま
つ
鳥
筆
も
を
よ
ば
ゞ
繪
に
か
き
て
まし﹂　　
?? 嶋
つ
鳥、
鵜
を
い
ふ
也。
白
は
ま
に、
鵜
の
く
ろ
く
む
ら
が
る
躰を、繪に﹂
　　
か
き
て
も
み
た
け
れ
ど
も
、中
〳
〵
筆
に
も
お
よ
ぶ
ま
じ
き
と
也
。
　　
こ
れ
も
玉
葉
旅
の
部
に
入
也
。詞
書
に
、あ
づ
ま
へ
ま
か
り
け
る
道
　　
にて、はまに鵜のおほくむれゐたる気色、おもしろく
　　
見えければ、とあり。
はまなのはしより見わたせば、　　
遠江の名所なり。哥多し。
かもめといふ鳥、いとおほくとびちがひて水のそこへ
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も入。岩の上にもいたり。
??か
も
め
い
る
す
さ
き
の
岩
も
よ
そ
な
ら
ず
な
み
の
影
こ
す
袖
に
み
なれて﹂　　
?? 心
明
ら
か
也。
旅
行
の
さ
ま
也。
み
る
物
毎
に
我
身
の
う
へ
を
いへり。
︵二二ウ︶
﹄
　　
?? 哀
ふ
か
し。
哥
の
こ
ゝ
ろ
は、
わ
が
袖
の、
な
み
だ
の
み
み
な
れて、洲﹂
　　
崎の岩もよそにはおもはず、たゞわがそでのやう也、
　　
となり。波のかけこすなど、上手の風骨也。
今宵は、ひきまのすくといふ所にとゞまる。此ころのおほかたの名 はま枩とぞいひし。　　
大かたとは、十の物七八といふ心也。
したしといひしばかりの人〳〵なども、すむ所なり。　　
阿佛の親類なるべし。いひしばかりは、 ふほ 也。
すみこし人のおも げも、さま〴〵おもひ出られて、　　
此濱松にすみし、阿佛の親類なるべ なくなり
　　
て後ときこゆ。
又
め
ぐ
り
あ
ひ
て
み
つ
る
命
の
ほ
ど
も
、か
へ
す
〳゜
〵
哀
な
り
。︵
二
三
オ
︶
　　
?? ま
た
め
ぐ
り
あ
ひ
て
と
は、
こ
ゝ
に
住
し
人
の
子
○か
、
孫
な
ど
なるべし。
﹂
　　
次
の詞に、その世に見し人の子、むまごなどよび出し、
　　
とあり。
??濱
枩
の
か
は
ら
ぬ
か
げ
を
尋
来
て
み
し
人
な
み
を〻に
む
か
し
を
ぞ
と
ふ
　　
?? こ
ゝ
ろ
あ
ら
は
也。
枩
は
千
年
ふ
れ
ど
も、
か
は
ら
ぬ
ゆ
へ
也。
見し人の﹂
　　
?? む
か
し
を、
松
に
た
づ
ぬ
る
と
也。
波
と
は、
濱
の
え
ん
に
て、
みし人﹂
　　
なきに也。
その世にみし人の子、むまごな
ンどよび出して、あひし
らふ。　　
こ
の
あ
ひ
し
ら
ふ
は
愛
の
心
也
。又
あ
ひ
さ
つ
の
心
に
て
も
聞
へ
　　
たり。但、愛するのこゝろが増りたり。
廿
三
日、
天
竜
の
わ
た
り、
と
い
ふ。
船
に
の
る
に、
西
行
が
む
か
し︵二三ウ︶
﹄
も思ひ出られて、いとこゝろぼそし。　　
西行鎌倉へくだりし事、東鑑にもあり。此川の舟
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にのりて、西行武士にうたれし事見えたり。
くみあはせたるふね、
たゞひとつにて、
おほくの人のゆきゝ
にさしかへるひまもなし。
??水
の
あ
は
の
う
き
世
を
わ
た
る
ほ
ど
を
見
よ
は
や
せ
の
小
船
さ
ほ
もやすめず﹂　　
うき世を夢幻泡影にたとへたり。その消やすき水の泡
　　
?? の
う
き
世
を
わ
た
る、
是
人
間
習
也。
品
こ
そ
か
は
れ、
や
す
くて過る﹂
　　
人はなしと観念したる哥也。是此日記にをゐて、おも
　　
し
ろ
き
哥
也
。三
の
句
の
、ほ
ど
を
み
よ
、と
い
ふ
所
に
余
情
あ
り
。
　　
面
白
き也
。誠
に
、此
哥
な
ど
ぞ
、早
瀬
を
水
の
ゆ
く
ご
と
く
に
、す
ら
　　
〳〵と何のとゞこほりなき物也。
︵二四オ︶
こ
よ
ひ
は
、と
を
つ
あ
ふ
み
、み
つ
け
の
里
と
い
ふ
所
に
と
ゞ
ま
る
。さ
とあれて、ものおそろし。かたはらに、水の井あり。
??誰
か
来
て
み
つ
け
の
里
と
聞
か
ら
に
い
と
ゞ
旅
ね
ぞ
空
お
そ
ろ
し
き
　　
心明らか也。哥に水の井の心はなし。文章の余情也。
　　
伊勢物が
たりの廿四段に、
し水のある所に臥にけり、
と
　　
かける筆法也。これも物語の余情也。
廿四日、ひるになりて、さやの中山こゆ。　　
遠江の名所也。詞にいふ時はさやの中やまといふにや。
　　
哥
に
は
、夜
る
の
こ
ゝ
ろ
を
よ
む
と
き
は
、大
か
た
、さ
よ
の
中
山
　　
?? と
み
ゆ。
夜
の
こ
ゝ
ろ
な
き
時
は、
東
路
の
さ
や
の
な
か
山
な
か〳〵に﹂
　　
?? な
ど
ゝ、
古
今
集
に
も
あ
り。
大
容
は
こ
の
お
も
む
き
也。
但
哥にも﹂
　　
よるべきにや。
︵二四ウ︶
﹄
ことのまゝとかやいふやしろのほども、道いとおもしろく山かげにて、あらしもおよばぬな
ンめり。
　　
やまかげゆへに、あらしも紅葉にさはらぬなり。
ふかく入まゝに、をちこちの峯つゞき、こと山ににず、心ぼそくあはれなり。　　
さやのなか山の景氣、四時ともにかくのごとし。
麓のさとに、きく川といふ所 とゞまる。
??こえくらす麓の里の夕やみに松風おくるさやのなかやま
　　
時の景氣あり〳〵としてすごく哀なる哥也。かやう
　　
?? 哥
は、
手
を
つ
け
て
い
か
ゞ
也。
た
ゞ
そ
の
折
ふ
し
を
感
動
す
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る所、和哥﹂
　　
の潤色なるべし。ひえとをり、おもしろき物なり。
暁、おきて見れば、月もいでにけり。
︵二五オ︶
??雲かゝるさやのなか山こえぬとは都につげよ在明のつき
　　
これ又、景氣身にしみて、前の哥のごとし。都につげ
　　
よ、
といふ、
此哥の感也。
何ともいはずして、
たゞ此旅行
　　
のていを、都につげよ、といへ 余情ある物也。
川をと、いとすごし。　　
菊河なり。暁起て見 ば 月も出 けりといふ詞をう
　　
けてなり。上手の文章 みなかくのご 。
??わ
た
ら
ん
と
お
も
ひ
や
か
け
し
東
路
に
あ
り
と
ば
か
り
は
き
く
川
の水﹂　　
?? 是
ま
た、
心
あ
ら
は
也。
東
路
に、
き
く
河
と
い
ふ
所
あ
り
と
は聞し﹂
　　
?? か
ど、
わ
た
ら
ん
と
は
思
ひ
も
か
け
ざ
り
し
に、
思
ひ
の
外
な
る事に﹂
　　
?? よ
り
て、
わ
た
り
ゆ
く
と
也。
か
く
い
ひ
す
て
ゝ、
し
か
も
我
が身の上の﹂
　　
事
を、
な
に
と
も
こ
と
は
ら
ず
し
て、
上
品
の
す
が
た
な
り。
︵二五ウ︶
﹄
廿五日、きく川を出て、けふは大井河といふ川
をわたる。
水いとあせて、聞しにはたがひて、わづらひなし。　　
大井河、駿河○
と
遠江の境にながれたり。
かはらは幾り かや いとはるかなり。水の出た ん面影、おしはか るゝ。　　
?? い
く
り
は、
幾
里
也。
此、
川
原
の
間、
な
ん
り
と
か
や
あ
り
といふ心也。
﹂
　　
?? ま
た、
い
く
り
と
は、
石
の
名
也。
詞
は、
い
く
里
と
い
ひ
て、
心は石
〻な〻を
りふ
﹂
　　
く
む
な
る
べ
し
。水
の
出
た
ら
ん
面
影
な
ど
、今
も
み
る
や
う
な
る
　　
詞
也
。次
の
哥
に
、い
く
せ
の
石
、と
よ
め
れ
ば
、幾
里
に
、石
の
心
も
　　
あるべし。上手の作意なり。
??思ひ出る都のことは大井川幾瀬の石の数もおよばじ
　　
?? あ
り
の
ま
ゝ
に
聞
え
た
り。
何
に
つ
け
て
も、
古
郷
を
忍
ぶ、
是旅の︵二六オ︶
﹂
　　
ならひなり。
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宇津の山こゆるほどにしも、あざりの見しりたる山ぶし、行あひたり。　　
阿闍梨、阿佛の子也。前にもあり。
ゆめにも人を、な
ンど、むかしをわざとまなびたらむこゝち
して、　　
?? こ
の
詞、
伊
勢
物
語
の
事
也。
そ
こ
の
詞
に、
蔦
か
え
で
は
し
げり、すゞ﹂
　　
ろなるめを見るごとく思ふに す行者あひたり。かゝ
　　
?? る
道
は
い
か
で
か
い
ま
す
る、
と
い
ふ
を
見
れ
ば、
見
し
人
な
りけり。
﹂
　　
とあ 。此言葉の事也。
いとめづらかにおかしくも哀にもやさしく おぼゆ。　　
?? お
か
し
く
も
と
は、
む
か
し
の
業
平
の
ご
と
く
に、
う
つ
の
山
にて山︵二六ウ︶
﹄
　　
ぶし 逢たるは、誠にむかしに似た をおもへば面白
　　
も
、哀
に
も
覚
ゆ
る
と
也
。む
か
し
と
今
と
、や
く
そ
く
を
し
た
る
　　
やうに、山伏の知 人に逢はやさ き也、といへり。
い
そ
ぐ
道
な
り、
と
い
へ
ば、
文
も
あ
ま
た
は
え
か
ゝ
ず、
た
ゞ
や
むごとな﹂き所ひとつにぞ、おとづれき
こゆる。
　　
?? 女
院
に
お
は
す
る
息
女
の
方、
ひ
と
所
に
や。
此
息
女
は、
為
家卿の﹂
　　
女、八十五代後堀川院の民部卿の典
す
侍け
か。此人哥人也。
??我心うつゝともなし宇津の山ゆめ路もとをき都こふとて
　　
物
語
の
哥
の
う
つ
の
山
邊
の
う
つ
ゝ
に
も
夢
に
も
人
に
、と
い
ふ
哥
　　
?? よ
り
出
た
る
也。
哥
の
心
は、
う
つ
の
山
と
い
へ
ど、
う
つ
ゝ
ともなし、はるけ﹂
　　
き旅に出て、都を恋しう思ひねにゆめさへ遠くなり
　　
?? ゆ
く
と
な
り。
さ
れ
ば、
わ
が
心
う
つ
ゝ
と
も
な
し、
と
い
へ
り。
︵二七オ︶
﹂
??つ
た
か
え
で
し
ぐ
れ
ぬ
ひ
ま
も
う
つ
の
山
な
み
だ
に
袖
の
色
ぞ
こ
がるゝ﹂　　
?? わ
が
な
み
だ
に
て、
袖
の
色
の
こ
が
る
ゝ
ゆ
へ、
つ
た
か
え
で
にしぐれぬひま﹂
　　
?? も、
う
き
を
う
つ
の
山
と
か
ね
た
り。
是
も
物
語
の〻に
、
つ
た
か
えでは茂り﹂
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物
心
ぼ
そ
く
、と
い
ふ
詞
を
と
り
て
、よ
ま
れ
し
也
。前
の
哥
は
業
平
　　
?? の
哥
を
と
り、
此
哥
に
は
物
語
の
詞
を
と
り
給
へ
り。
上
手
の
風骨、爰﹂
　　
に
あ
り
。都
へ
の
ぼ
る
人
を
ま
た
せ
て
、文
を
し
た
ゝ
め
て
、筆
の
　　
ゆ
く
に
ま
か
せ
て
、か
ゝ
れ
し
な
る
べ
し
。か
や
う
の
哥
に
て
、作
者
　　
をの
ほ
〻
どを知るべき也。つねに心を和哥にせ
を
く
〻
ゆへなり。
今よひは、てごしと云所にとゞまる。　　
駿河の手越也。今 あり。
なにがしの僧正とかや、のぼりしとて、いと人しげし。　　
?? こ
の
何
が
し
と
は、
か
く
れ
な
き
人
を
も
い
ふ。
又、
何
と
や
らむ名をいふ︵二七ウ︶
﹄
　　
僧正と見てもよき也。源氏にては、若紫の巻に何がし
　　
?? の
寺
と
あ
る
は、
か
く
れ
な
き
寺
と
い
ふ
心
也。
鞍
馬
を
い
ふ
也。また﹂
　　
?? 夕
が
ほ
の
巻
に、
何
が
し
の
院
と
有
は、
六
条
河
原
院
を
い
ふ
なり。是も﹂
　　
?? 源
の
左
大
臣
融
公
の
住
給
ふ
所
な
れ
ば、
名
高
く
か
く
れ
な
き
心に用る﹂
　　
なり。
や
ど
か
り
か
ね
た
り
つ
れ
ど
、さ
す
が
に
、人
の
な
き
や
ど
も
あ
り
け
り
。
　　
手
越
の
里
に
、僧
正
と
ま
り
し
ゆ
へ
、人
つ
ど
ひ
て
、さ
る
べ
き
や
ど
　　
?? も
な
か
り
し
が、
ま
た、
は
し
〴
〵
人
の
な
き
所
も
あ
り
て、
とまりし﹂
　　
と也。
廿六日、は
ママ
らしな川とかやわたりて、澳津のはまに打いづ。
　　
駿河のおきつなり。今の清見寺 るべし。
な
く
〳
〵
い
で
し
跡
の
月
影
な
ンど
、ま
づ
お
も
ひ
い
で
ら
る
。︵
二
八
オ
︶
　　
都を、十六日 暁、出給へる時 月影なり。
ひる、たちいりたる所に あやしきつげの小枕あり。　　
柘植の小
こ
枕なり。くしにもする物な
り〻れ
ば、つげのを
　　
ぐしとよめり。
いとくるしければ う ふし に、硯もみゆれば、枕のしやうじに、ふしながらかきつけつ。　　
枕もとの障子也。つは休字也。
??な
を
ざ
り
に
み
る
め
ば
か
り
を
か
り
枕
む
す
び
お
き
つ
と
人
に
か
たるな﹂
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?? な
を
ざ
り
と
は、
心
に
も
か
け
ず、
か
り
そ
め
に、
只
み
る
ば
かりにした﹂
　　
る枕なるほどに、契りをむすびたると、ば
ママ
し人に
　　
かた なと也。
　　
?? 前
に、
奥
津
の
濱
と
あ
る
ゆ
へ
に
は
べ
り。
み
る
め
を
か
り、
縁語なり。人︵二八ウ︶
﹄
　　
の見るめにそへ り。
是も風の哥なり。
五句すら〳〵と
　　
とゞこほりなく、まなぶとも人のをよぶまじき姿なり。
く
れ
か
ゝ
る
ほ
ど
、清
見
が
関
を
す
ぐ
る
。岩
こ
す
な
み
の
、し
ろ
き
き
ぬ
を、うちきするやうに見ゆる、いとおかし。　　
?? 清
見
が
せ
き、
駿
河
に
あ
り。
古
哥
多
し。
此
関
と
い
ふ
は、
今おもふ﹂
　　
に
、此
岩
に
波
か
く
る
所
を
、俗
に
、親
不
知
子
不
知
な
ど
い
ふ
。爰
　　
に
、む
か
し
は
関
を
す
へ
た
り
と
み
え
し
。奥
津
と
い
ふ
は
、今
の
　　
?? 清
見
寺
を
い
へ
ば、
関
は、
親
不
知
の
所
を
い
ふ
べ
し。
此
所
あら海故 、
﹂
　　
常住不退波たちて、岩にきぬをかけたるに似たり。其
　　
躰あり〳〵とかゝ
れし、今○
も
かくのごとし。
??清
見
が
た
年
ふ
る
岩
に
こ
と
と
は
ん
波
の
ぬ
れ
ぎ
ぬ
幾
か
さ
ね
き
つ
　
　
あ
り
〳
〵
と
見
躰
也
。手
を
つ
け
て
い
は
ん
や
う
な
し
。︵
二
九
オ
︶
ほ
ど
な
く
暮
て
、そ
の
わ
た
り
の
、海
ち
か
き
里
に
と
ゞ
ま
り
ぬ
。浦
人
のしはざにや、となりよりくゆりかゝるけぶり、いとむつかしきに ひなれば、
夜るのやどなまぐさし、
といひける人
の言葉も、おも いでらる。　　
?? よ
る
の
や
ど
な
ま
ぐ
さ
し
と
は、
鴨
の
長
明
が、
あ
る
家
に
や
どりたれ﹂
　　
?? ば、
網
釣
な
ど
い
と
な
ん〻む
磯
物ママ
の
す
み
か
に
や、
よ
る
の
や
ど
り、かことに﹂
　　
して、と海道の記にかけり。その事 るべし。
夜もすがら、風いとあれて、波たゞ枕の上に立さはぐ
??な
ら
は
ず
よ
余
所
に
き
ゝ
こ
し
清
見
が
た
あ
ら
磯
波
の
か
ゝ
る
ね
ざめは﹂　　
?? 尤
哀
な
る
さ
ま
也。
哥
の
心、
記
す
事
な
し。
是
も
一
句
の
哥
也。姿優﹂
　　
にて、をよぶまじき所也。
ふじの山を見れば、煙もたゝず︵二九ウ︶
﹄
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?? け
ぶ
り
も
た
ゝ
ず
の
詞、
種
々
心
有。
不
立
の
心
に
や、
古
今
の序に、今はふじ﹂
　　
?? の
山
の
け
ぶ
り
も
た
ゝ
ず
な
り、
と
あ
り。
此
た
ゝ
ず
の
言
葉
に、不立不断の﹂
　　
?? 両
義
あ
り
と
な
ん。
古
今
集
に
を
ゐ
て、
口
傳
あ
る
こ
と
ゝ
聞
ゆ。さありとも、
﹂
　　
?? 爰
の
詞
は、
不
立
と
み
る
べ
き
に
や。
次
の
詞
に、
ふ
じ
の
け
ぶりの、末も朝夕慥に﹂
　　
?? 見
え
し
物
を、
い
つ
の
年
よ
り
か
た
え
し、
と
あ
り。
猶
次
の
哥にて分明なり。
﹂
　　
?? 扨
又、
二
条
冷
泉
両
家
の
か
は
り
め
あ
り
と、
諸
抄
に
も
し
る
されたり。先﹂
　　
?? 二
条
家
に
は、
不
断
の
説
を
用
ひ
き
た
れ
る
に
や。
冷
泉
家
に
は、不立﹂
　　
?? の
心
に
用
ひ
ら
れ
し
と
に
や。
冷
泉
の
為
廣
卿
な
ど
の
哥
に、
不立 ﹂
　　
?? 心
に
よ
み
給
へ
る
哥
も
あ
る
な
り。
こ
ゝ
は
そ
れ
に
は
よ
る
べ
からず。古今傳受﹂
　　
?? の
事
な
れ
ば、
手
を
付
て
も
よ
し
な
く
や。
先
あ
ら
ま
し
を
い
へる物也。
﹂
む
か
し
父
の
朝
臣
に
さ
そ
は
れ
て、
い
か
に
な
る
み
の
浦
な
れ
ば、
などよみ﹂しころ、
︵三〇オ︶
　
　
?? 阿
佛
の
む
か
し
よ
み
給
へ
る
哥
の、
二
三
の
句
な
る
べ
し。
こ
のいか﹂
　　
になるみの歌、撰集に入か、重可考
と
を
つ
あ
ふ
み
の
國
ま
で
は
見
し
か
ば、
ふ
じ
の
け
ぶ
り
の
す
ゑ
も、
朝夕﹂たしかに見えし物を、いつの年よりかたえし、ととへば、さだかにこたふる人だになし。
??誰
か
方
に
な
び
き
は
て
ゝ
か
ふ
じ
の
ね
の
け
ぶ
り
の
す
ゑ
の
見
え
ずなるらん﹂　　
?? 富
士
の
け
ぶ
り
は、
か
ぐ
や
姫
の
古
事
よ
り、
恋
に
よ
せ
あ
れ
ば、その下﹂
　　
心にて たが方になびきたるぞ、と也。
古今のじよのことばまで、思ひ出られて、
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古今の序に、たかき山もふもとのちりひぢよりなりと
　　
ある詞也。
??い
つ
の
世
の
ふ
も
と
の
ち
り
か
ふ
じ
の
ね
の〻を
雪
さ
へ
た
か
き
山
と
なしけん︵三〇ウ︶
﹄
　　
哥の心、とく事なし。ふもとのちりといふ事は千里の
　　
行ハ始
マリ? 於足下
ヨリ? 高山ハ起
ル? 於微塵
ヨリ?
といへり。
??く
ち
は
て
し
な
が
ら
の
は
し
を
つ
く
ら
ば
や
富
士
の
け
ぶ
り
も
たゝずなりなば﹂　　
?? こ
れ
も
古
今
の
序
に、
な
が
ら
の
は
し
も
つ
く
る
也、
と
あ
る
所なり。
﹂
　　
皇代記
ニ曰、弘仁三年三月造
ル? 長柄橋
ヲ云々。此義にも
　　
子細あり。右三首の詞皆古今集の口傳也。又家〳〵の
　　
異義もまち〳〵 手をつくべからず。
こ
よ
ひ
は
、な
み
の
う
へ
と
い
ふ
所
に
や
ど
り
て
、あ
れ
た
る
音
、さ
ら
に
めもあはず。　　
なみの上、所の名也。今のゆゐかんばらの邊なるべし
廿七日、あけはなれてのちふじ川をわたる。朝河いとさむし。かぞふれば、十五瀬をぞわたり
ぬる。
︵三一オ︶
??さえわびぬ雪よりおろすふじ川の河風こほる冬の衣で
　　
寒々として、冬の旅人の躰みるていの哥なり。
今
日
は
、ひ
、い
と
う
ら
ゝ
か
に
て
、田
子
の
う
ら
に
打
い
づ
。あ
ま
ど
も
のいさりするをみても、
??心からをりたつ田子の
衣ほさぬうらみと人にかたるな
　　
田子とは田夫也。源氏に、
　　
?? 袖
ぬ
る
ゝ
恋
路
と
か
つ
は
知
な
が
ら
折
た
つ
田
子
の
み
づ
か
ら
ぞうき﹂
　　
こ
れ
を
と
り
て
也
。哥
の
心
は
、田
子
の
蜑
と
は
、阿
佛
の
身
を
さ
し
　　
て
い
へ
り
。尼
を
蜑
に
よ
せ
て
、ほ
さ
ぬ
う
ら
み
と
、我
身
の
述
懐
　　
也
。か
ゝ
る
事
と
人
に
か
た
る
な
、我
心
か
ら
す
る
ほ
ど
に
、と
也
。
とぞいはまほしき、伊豆の府といふ所にとゞま 。いまだ夕
日
残
る
ほ
ど
に、
三
嶋
の
明
神
へ
ま
い
る
と
て、
よ
ン○み
て
た
て
ま
︵三一ウ︶
﹄
つる。
??哀
と
や
三
し
ま
の
神
の
宮
ば
し
ら
た
ゞ
こ
ゝ
に
し
も
め
ぐ
り
き
に
けり﹂　　
あ
は
れ
と
神
も
み
給
へ
と
也
。
爰
に
め
ぐ
り
き
た
る
を
宮
ば
し
ら
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にそへていへり。
??お
の
づ
か
ら
つ
た
へ
し
跡
も
あ
る
物
を
神
は
し
る
ら
ん
し
き
嶋
の
みち﹂　　
?? か
み
は、
正
直
の
か
う
べ
に
や
ど
り
給
へ
ば、
我
家
の〻に
代
々
傳
はりし﹂
　　
敷嶋の道は、人は何ともい 、神はしろしめさんと也。
??た
づ
ね
き
て
我
こ
え
か
ゝ
る
箱
根
路
を
山
の
か
ひ
あ
る
知
る
べ
と
ぞ思ふ﹂　　
山の峡を、心ふたつに よはしていへり。
廿八日、伊豆の府をいでゝ、はこね路にかゝる。いまだ夜ふかゝりければ、
??玉
く
し
げ
は
こ
ね
の
山
を
い
そ
げ
ど
も
猶
明
が
た
き
よ
こ
雲
の
そ
ら︵三二オ︶
﹂
　　
?? 玉
く
し
げ
は、
箱
と
い
は
ん
枕
詞
也。
明
が
た
○き
も
箱
の
縁
也。
前書に、
﹂
　　
夜ふかゝりければ、とあれば、猶あけ方
ママ
き夜とうけて、
　　
よこ雲に ねたり。
あしがらの山は、道とをしとて、箱ね路にかゝる成けり。
??ゆ
か
し
さ
ぞ
そ
な
た
の
雲
を
そ
ば
だ
て
ゝ
よ
そ
に
な
し
ぬ
る
あ
し
がらの山﹂　　
?? 足
柄
こ
え越
と
て、
古
道
な
り。
此
山、
難
所
な
れ
ば、
中
ご
ろ
より、今の﹂
　　
はこね路をゆくと
聞えたり。哥は聞えたるまゝ也。そ
　　
ばだてゝ、あしがら つゞきたり。雲にへだてゝみえ
　　
ねば、ゆかしきと也。
い
と
さ
か
し
き
山
を
く
だ
る
。人
の
あ
し
も
、と
ど
ま
り
が
た
し
。ゆ
ざ
か
と
い
ふ
な
る
、か
ら
う
じ
て
こ
え
は
て
た
れ
ど
、ふ
も
と
に
、は
や
川
と
言
河あり。まことにはやし。
︵三二ウ︶
﹄
　　
?? こ
の
と
の
字、
決
前
生
後
の
心
也。
　
ゆ
ざ
か
は、
今
の
湯
本
の坂をいふにや。
﹂
　　
?? か
ら
う
じ
て
は、
辛
労
し
て
こ
ゆ
る
な
り。
は
や
川、
今
も
あ
り。こえ﹂
　　
?? は
て
た
れ
ど、
と
を
さ
へ
て、
ふ
も
と
に
ま
づ、
と
い
ふ
詞
と、
文字にて聞え﹂
　　
?? が
た
き
や
う
也。
然
ど
も、
此
詞
は、
こ
え
は
て
た
ら
ば、
こ
よひとゞまるとこ﹂
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?? ろ
あ
る
や
と
お
も
ふ
に、
さ
も
な
け
れ
ば、
い
ひ
の
べ
た
る
詞
也。このど文﹂
　　
?? 字
な
ど
は、
上
手
の
文
章
な
ら
で
は、
を
き
が
た
き、
ど
の
字
也。かやうの所、
﹂
　　
文章にゆうありて、おもしろき物也。
木
の
お
ほ
く
な
が
る
ゝ
を、
い
か
に、
と
と
へ
ば、
あ
ま
の
も
し
ほ
木
゛
を、うらへい﹂
ださんとて、ながすなり、といふ。
??東
路
の
ゆ
さ
か
を
越
て
見
わ
た
せ
ば
し
ほ
き
な
が
る
ゝ
は
や
川
の
イ
水末
　　
さながらみやりたる躰也。異本に水とあり。水といふ
　　
?? こ
ゝ
ろ
よ
り、
末
と
い
ふ
心
増
れ
る
に
や。
上
句
に、
み
わ
た
せば、とあれば、
︵三三オ︶
﹂
　　
末といふ心が、おもしろきか。
ゆ
さ
か
よ
り
浦
に
出
て
、日
暮
か
ゝ
る
に
、な
を
と
ま
る
べ
き
所
と
を
し
。
　　
この、猶といふ字に、心をつくべし。前のからうじて
　　
?? こ
え
は
て
た
れ
ど、
此
ど
の
字、
爰
の
猶
と
い
ふ
字
に
て、
い
よ〳〵分﹂
　　
明
に
聞
え
た
り
。辛
労
し
て
、や
う
〳
〵
こ
え
は
て
た
る
に
、ま
た
　　
麓に、はや川とてあるを過て、浦にいでゝも猶とまる
　　
べ
き
所
は
遠
し
、と
見
る
べ
き
也
。源
氏
な
ど
に
、か
や
う
の
た
ぐ
ひ
　　
おほし。
伊
豆
の
大
嶋
ま
で
見
わ
た
さ
る
ゝ
海
づ
ら
を、
い
づ
こ
と
か
い
ふ、
ととへば、
﹂
知たる人もなし。
の家のみぞある。
??蜑
の
す
む
そ
の
う
ら
の
名
も
し
ら
波
の
よ
す
る
な
ぎ
さ
に
や
ど
や
からまし﹂　　
前
書
に
て、
哥
の
心
あ
ら
は
也。
旅
行
の
躰、
哀
れ
ふ
か
し。
︵三三ウ︶
﹄
ま
り
こ
川
と
い
ふ
河
を、
い
と
く
ら
く
て
た
ど
り
わ
た
る。
こ
よ
ひ
は、さかは﹂といふ所にとゞまる。
あすはかまくらへ入べし、
といふなり
　　
?? ま
り
こ
川
は、
今
の、
さ
河
と
い
ふ
か
は
な
る
に
や。
こ
の
時
分には、今の小田﹂
　　
は
ら
と
い
ふ
す
く
に
は
、や
ど
り
も
な
か
り
し
と
み
え
た
り
。あ
す
　　
?? は、
鎌
倉
へ
入
べ
し、
と
い
ふ
な
り、
と、
供
の
人
な
ど
の
い
ふを、かく﹂
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かきたる文章也。おもしろし。
廿九日、さかはをいでゝはまぢをはる〴〵と行。あけはなるゝ海づらを、いとほそき月、いでた
た
り。
??浦路ゆく心ぼそさを波間より出てしらする有明のつき
　　
?? 前
が
き
の、
か
す
か
に
と
い
ふ
詞
に
か
ゝ
り
て、
心
ぼ
そ
さ
を、
といへる﹂
　　
なり。景気こもりて、在明の月といひのぼしたる、お
　　
もしろきなり。
︵三四オ︶
な
ぎ
さ
に
よ
せ
か
へ
る
な
み
の
う
へ
に
、霧
た
ち
て
、あ
ま
た
あ
り
つ
る
つり船、見えずなりぬ。　　
哥ならでおもしろき詞也。
??海ママ
をぶね漕行方をみせじとや みにたちそふ浦の朝ぎり
　　
朝
気
の
景
氣
、み
る
や
う
の
哥
也
。波
に
立
そ
ふ
に
だ
に
み
え
ぬ
に
、
　　
霧さへたちふたがりて、漕行方の見えぬと也。きりと
　　
なみとにも せていへ 。
都とをくへだゝりぬるも、なをゆめの心ちして。
??立
は
な
れ
よ
も
う
き
波
は
か
け
も
せ
じ
む
か
し
の
人
の
お
な
じ
世
ならば﹂
　　
為家卿とおなじ世ならば、何しに立はなれ、袖になみ
　　
をばかけま
じきを、おもひの外なり、と也。
東にてすむ所は、月影のやつとぞいふなる。
︵三四ウ︶
﹄
　　
月
影
の
や
つ
、鎌
倉
に
あ
り
。此
外
、梅
が
谷
、又
、扇
が
谷
な
ど
、あ
　　
またあり。
浦ちかき山もと 風いとあらし。山寺のかたはら れば、のどかにすごくて、なみのを 、松の風たえず。　　
?? う
ら
近
き
所
な
れ
ば、
風
あ
ら
く、
波
の
音
た
え
ず、
山
寺
の
あたりな﹂
　　
?? れ
ば、
長
閑
に
寂
々
と
し
て、
又
波
の
を
と、
枩
か
ぜ
も
た
え
ずして、の﹂
　　
どかにすごきと也。上手の文章には、なにとなき所に
　　
甚深
ふかく
なる事多し。
都の音づれは、いつしかおぼつかなきほどにし 宇津山にて行あひたりし山ぶ の、たよりにより言傳申たりし人の御もとより、　　
女院にさぶらひ給ふ息女なるべし。
︵三五オ︶
たしかなるたよりにつけて、ありし御返しとおぼ
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しくて、　　
ありし御返しは、うつの山よりの哥の返し也。
??旅
衣
な
み
だ
を
そ
へ
て
う
つ
の
山
し
ぐ
れ
ぬ
ひ
ま
も
さ
ぞ
時
雨
る
らん﹂　　
?? 前
に、
う
つ
の
山
に
て、
つ
た
か
へ
で
し
ぐ
れ
ぬ
ひ
ま
も
う
つ
の山、とあ﹂
　　
?? る
哥
の
返
し
也。
心
は、
旅
は
さ
な
ら
で
も
う
き
物
を、
な
み
だをそへて﹂
　　
うかるらん、時雨ぬ ても、袖はぬるらんと也。
??ゆ
く
り
な
く
あ
く
が
れ
い
で
し
い
ざ
よ
ひ
の
月
や
お
く
れ
ぬ
か
た
みなるべき﹂　　
こ
れ
も
、前
に
ゆ
く
り
な
く
い
ざ
よ
ふ
月
に
さ
そ
は
れ
て
、と
あ
る
　　
?? 詞
を
と
り
出
て、
月
を
か
た
み
に
み
る
と
也。
を
く
れ
ぬ
か
た
み、おもし﹂
　　
ろき也。
都
を
出
し
事
は
、神
ン無
月
十
六
日
な
り
し
か
ば
、い
ざ
よ
ふ
月
を︵
三
五
ウ
︶
おぼしめしわすれざりけるにや。いとやさしく哀にて、たゞこのかへり事ばかりをぞ、またきこゆ。
??め
ぐ
り
あ
ふ
末
を
ぞ
た
の
む
ゆ
く
り
な
く
空
に
う
か
れ
し
十
六
夜
の月﹂　　
?? を
く
れ
ぬ
か
た
み、
と
の
給
ふ
ぼママ
ど
に、
め
ぐ
り
あ
ふ
す
ゑ
を
たのむ﹂
　　
と也。めぐりあふは、月の縁也。
　　
?? わ
す
る
な
よ
程
は
雲
井
に
な
り
ぬ
と
も
空
行
月
の
め
ぐ
り
あ
ふ
まで﹂
　　
?? 此
哥
の
俤
也。
か
く
は
よ
み
給
へ
れ
ど、
終
に
か
ま
く
ら
に
て
死去なり。
﹂
　　
?? さ
る
ほ
ど
に、
此
末
を
ぞ
頼
む、
と
あ
る、
殊
哀
也。
あ
ま
た
の人〴〵﹂
　　
を都にをきて、鎌くらにてはて給へる死の縁、誠に
　　
哀ふかし。
前の右兵衛督為教の御
み
女、哥よむ人にて、勅撰にもた
び
〳
〵
い
り
た
ま
へ
り。
大
宮
の
院
の
権
中
納
言、
と
き
こ
ゆ
る
人
︵三六オ︶　　
為教は、為家の子、為氏卿 弟
二〻也
。阿佛のためには別
　　
腹也。権中納言は、為教の息女也。
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哥の事ゆへ、朝夕申なれしかばにや。　　
?? 哥
の
返
也。
そ
の
ゆ
へ
に、
音
づ
れ
給
ふ
と
也。
大
宮
の
院
は、
八十八﹂
　　
代後深草院の御母也。西園寺實氏公の女。常磐井
　　
の太政大臣也。
道のほどのおぼつかなさなど、をとづれたまへる文に、
??は
る
〴
〵
と
思
ひ
こ
そ
や
れ
旅
衣
な
み
だ
し
ぐ
る
ゝ
袖
や
い
か
に
と
　　
かくれたる心なし。
返しに、
??思
ひ
や
れ
露
も
時
雨
も
ひ
と
つ
に
て
山
路
分
こ
し
そ
で
の
し
づ
く
を
　　
?? 山
路
分
こ
し
に
て、
露
も
時
雨
も
ひ
と
つ
に
あ
ら
そ
ひ
か
ね
て、
袖の︵三六ウ︶
﹄
　　
雫となりたると也。
このせうとの、為かぬの君も をなじさまにおぼつかなさなどかきて、　　
せ
う
と
は
兄
也
。権
中
納
言
の
兄
歟
。為
兼
は
、為
教
の
一
男
な
り
。
　　
此為兼、冷泉家の元祖也。
??古さとは時雨に立し旅衣雪にやいとゞさえまさるらん
　　
時雨に立しは、衣の縁也。時雨にぬれて下り給ひし
　　
旅衣、今はまた雪にさえまさるらんと也。初をはりを
　　
いひたてたる哥也。
かへし、
??たび
衣うら風さえて神な月しぐるゝ空に雪ぞふりそふ
　　
阿
佛
の
す
み
給
へ
る
月
影
の
谷、
浦
近
き
所
な
れ
ば、
と
前
に
︵三七オ︶　　
もあり。
浦かぜ、
衣の縁也。
しぐるゝ空に、
又雪のふりて
　　
袖のさえ増るを思ひやり給へと也。是も始終を讀てか
　　
へされしなり。
式乾門院のみくしげどのときこゆるは 久我○
の
大政大臣の
御み
むすめ、これも續後撰よりうちつゞき、ふたゝび
みたびの集のうちぎゝにも、哥あまた入たまへる人なれば、御名もかくれなくこそ。　　
二
度
三
度
の
集
の
中
ぎ
ゝ
に
も
歟
。但
又
、打
聞
歟
。打
聞
と
言
は
、
　　
撰集の時、
先各哥を詠遣する也。
それ○
を
撰者の吟味して、
　　
草本゛
の時の名なり。五十首宛、或は百首宛詠○
進
する也。
　　
式乾門院は後高倉院の皇女、利子也。八十五代後堀川
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院の御妹也。
︵三七ウ︶
﹄
　　
御
母
は
北
白
河
院
殿
と
云
也
。久
我
太
政
大
臣
基マ
家
公
の
御
女
、み
　　
くしげ也。此 匣ゆ
マ
へ哥人なり。
　　
?? 過
に
け
る
む
か
し
も
今
の
つ
ら
さ
に
て
う
き
思
ひ
出
に
ぬ
る
ゝ
袖かな﹂
　　
又、
　　
?? 身
を
さ
ら
に
お
な
じ
う
き
世
と
思
は
ず
は
い
は
ほ
の
中
を
尋
ね
みてまし﹂
　　
など秀哥よみし人なり。
今は、安嘉門院に御
ンかたとてさぶらひ給ふ。
　　
?? 安
嘉
門
院
は、
後
高
倉
院
の
皇
女、
邦
子
也。
前
の
式
乾
門
院
の御妹也。
﹂
　　
御母同じ。阿佛は此皇后にめ つかへし人なり。四条
　　
と
い
へ
り
。は
じ
め
は
、右
衛
門
佐
と
い
ひ
し
女
房
な
り
。撰
集
に
も
　　
右衛門佐と入し也 後の集どもには、四条と入たり。
東路思ひ立し○
句、あすとて︵三八オ︶
　　
あす、にて、句を切てよむべし
まかり申しのよしに、
　　
北白河殿へ、阿佛暇乞にまいりたまへる也。
北
白
河
ど
の
へ
ま
か
り
し
か
ど
、見
え
さ
せ
給
は
ざ
り
し
か
ば
、こ
よ
ひ
ば
か
り
の
出
た
ち
、も
の
さ
は
が
し
く
て
、か
く
と
だ
に
、き
こ
え
あ
へ
ず
、
いそぎいでしにも、心にかゝりて、をとづれきこゆ。　　
都にてあひ給はざりし、心にかゝりてをとづれきこゆ
　　
ると也。
草の枕ながら、としさへくれぬる ぼそき雪のひまなさな
ン
どかきあつめて、　　
草
の
枕
は
、旅
な
り
。旅
は
よ
ろ
づ
自
由
な
ら
ね
ば
、野
に
ふ
し
、山
　　
に
ふ
し、
草
を
引
む
す
び
て、
枕
に
も
す
る
ゆ
へ
に、
草
の
枕
︵三八ウ︶
﹄
　　
?? と
は、
旅
に
な
る
也。
旅
さ
へ
う
き
に、
都
を
は
な
れ
て
年
さ
へくれて﹂
　　
?? こ
ゝ
ろ
ぼ
そ
き
に、
ひ
ま
な
く
ゆ
き
は
ふ
る
と、
か
き
あ
つ
め
てつか﹂
　　
は
す
と
也
。か
き
あ
つ
め
て
も
、ひ
ま
な
き
雪
の
縁
な
り
。と
ゞ
こ
　　
ほりなき文章、其心哀ふかし。
??き
え
か
へ
り
な
が
む
る
空
も
か
き
く
れ
て
ほ
ど
は
雲
井
ぞ
雪
に
な
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り行﹂　　
?? 五
文
字
切
也。
な
が
む
る
空
と
は、
都
の
空
な
り。
か
き
く
ら
してながむれば、
﹂
　　
?? い
と
ゞ
ほ
ど
と
を
く
お
ぼ
ゆ
る
に、
雪
さ
へ
ふ
り
て、
き
え
か
へると也。き﹂
　　
?? ゑ
か
へ
る
は、
雪
の
え
ん
な
が
ら、
心
の
消
か
へ
り
な
り。
ほ
どは雲井もはる﹂
　　
かなるたとへ也。
な
ンどきこえたりしを、たちかへり、その御かへり事、
　　
たちかへりとは、そのまゝ返事あると也。
たよりあらば、とこゝろがけまいらせつるを、
︵三九オ︶
　　
これより、御くしげ殿の文の詞
今日、しはすの廿二日 御
ン文待ゑて、めづらしく、嬉しさ
まづなに事もこまやかに申たくさぶらふに、こよひは、御
ンか
た
た
が
へ
の
行
幸
の
御
ンう
へ
と
て
、ま
ぎ
る
ゝ
ほ
ど
に
て
、お
も
ふ
ばかりもいかゞ、とほゐなうこそ。　　
?? 文
章
う
つ
く
し
う、
や
さ
し
う
か
き
な
し
給
へ
り。
か
た
た
が
へは、方﹂
　　
?? 角
の
ふ
た
が
り
を
い
ま
せ
給
て、
他
所
へ
行
幸
あ
る
を
い
ふ
也。
源氏﹂
　　
物がたりに、あまた出たり。
御
ンたびあすとて、
御まいりありける日しも、みね殿の
紅葉見にとて、　　
峯殿也。峯にある山庄なり。
わ
か
き
人
〳
〵、
さ
そ
ひ
さ
ぶ
ら
ひ
し
ほ
ど
に、
の
ち
に
ぞ、
か
ゝ
る事︵三九ウ︶
﹄
と
も
聞
え
さ
ぶ
ら
ひ
し
か
゜
な
ど
や
、か
く
と
も
御
ン尋
さ
ぶ
ら
は
ざ
り
し
。
　　
?? 是
迄、
み
く
し
げ
殿
の、
文
の
詞
也。
な
ど
や、
か
く
と
も
御
尋、とは、峯殿へ何とてすぐ﹂
　　
に御たづねなかりしぞ、 也。
??ひ
と
か
た
に
袖
や
ぬ
れ
ま
し
旅
衣
立
日
を
き
か
ぬ
う
ら
み
な
り
せ
ば
　　
新古今離別讀人不知
　　
?? き
な
ら
せ
ど
お
も
ひ
し
物
を
旅
衣
立
日
を
し
ら
ず
な
り
に
け
る
かな﹂
　　
?? 此
俤
也。
立
日
を
き
か
ぬ、
う
ら、
皆
旅
衣
の
え
ん
語
也。
立
日をしらぬうらみを思へば、
﹂
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一
か
た
に
袖
の
ぬ
る
ゝ
と
也
。ぬ
れ
ま
し
、此
し
の
字
、す
み
て
よ
む
。
さてもそれより雪に成行、と押はかり御返しは、
??か
き
く
ら
し
雪
ふ
る
空
の
な
が
め
に
も
ほ
ど
は
雲
井
の
哀
を
ぞそ
し
る
　　
?? 是
は
前
の、
阿
佛
の
哥
の
き
え
か
へ
り
の
返
哥
な
り。
こ
ゝ
ろ
は、尤、さこそ﹂
　　
?? お
ぼ
す
ら
め、
こ
な
た
に
も
そ
の
哀
を、
を
し
は
か
り
ま
い
ら
する、と︵四〇オ︶
﹂
　　
なり。
とあれば、　　
御匣殿の御かへしに、かくあれば也。
こ
の
た
び
は
、ま
た
、立
日
を
し
ら
ぬ
、と
あ
る
、御
か
へ
り
を
ぞ
聞
ゆ
る
。
??心から何うらむ覧旅衣立日をだにもしらずがほにて
　　
御暇乞にまいりたれどたいめん給はねば、こなたより
　　
こ
そ
う
ら
み
申
べ
き
に
、か
へ
り
て
我
を
う
ら
み
給
ふ
か
、そ
れ
は
　　
そなたの
ンこゝろから、と也。
暁たよりありと聞て、夜もすがらおきゐて、都の文どもかく中に、ことにへだ なく、あはれにたのみかはしたるあね君に、
　　
阿佛のた
めに姉君なるべし。
︵四〇ウ︶
﹄
おさなき人〳〵の事ども、さま〴〵にかきやるほど、れゐの波かぜ、はげしくきこゆれば、たゞいまあるまゝの事をぞ、 きつけける。　　
例の波風、月影の谷
やつ
の事なり。
??夜
も
す
が
ら
な
み
だ
も
文
も
か
き
あ
へ
ず
磯
こ
す
か
ぜ
に
ひ
と
り
をきいて﹂　　
哥のさま哀也。
月影の谷、
浦近き所なればいそこす風と
　　
いへり。
またおなじさまにて、
　　　
姉君のかたへとおなじさまか。
ふ
る
里
に
は
、こ
ひ
忍
ぶ
お
と
う
と
の
あ
ま
う
へ
に
も
文
た
て
ま
つ
る
とて、　　
阿
佛
の
妹
な
る
べ
し
。伊
勢
物
語
に
も
、女
の
お
と
う
と
も
て
侍
り
、
　　
とかけり。
︵四一オ︶
磯物などのはし〴〵も、いさゝかつゝみあつめて、　　
いそ物、のりのたぐひなり。いさゝかは、少し
??い
た
づ
ら
に
め
か
り
し
ほ
や
く
す
さ
び〻み
に
も
恋
し
や
な
れ
し
里
の
人﹂
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?? こ
の
い
た
づ
ら
と
は、
空
ご
と
し
て
也。
す
さ
み
と
は、
な
ぐ
さみなり。
﹂
　　
詞
が
き
に
、磯
物
な
ど
、ゝ
あ
る
ゆ
へ
に
、め
か
り
と
い
へ
り
。
人
　　
に、尼をそへた 里の
人は
、
〻
阿波の名所
の〻也
しほやく
　　
浦なり。
ほどへて、
このおとゝひ、
ふたりの返事、
いと哀にて、
これは
あね君、
??玉
づ
さ
を
見
る
に
な
み
だ
の
か
ゝ
る
か
な
磯
こ
す
風
は
き
く
心
地
して﹂　　
?? 御
文
を
見
る
よ
り、
ま
づ
な
み
だ
の
こ
ぼ
る
ゝ
と
也。
磯
こ
す
風は、さな﹂
　　
?? が
ら
こ
な
た
に
も、
き
く
心
ち
す
る
と
也。
と
ゞ
こ
ほ
り
な
く
哀な︵四一ウ︶
﹄
　　
る哥なり。
この姉君は中院の中将ときこえし人のうへなり。いまは三位
入
道
と
、お
な
じ
世
な
が
ら
遠
ざ
か
り
は
て
ゝ
、お
こ
な
ひ
ゐ
た
る
人
なり。　　
中院中将の室なりしが離別
を〻せ
られしと也。此姉君三位
　　
入道と離別の後、法心なるべし。
そ
の
お
と
う
と
の
君
も
、め
か
り
し
ほ
や
く
と
あ
る
返
事
、さ
ま
〴
〵
に
か
き
つ
け
て
、人
こ
ふ
る
な
み
だ
の
う
み
は
都
に
も
ま
く
ら
の
下
に
た
たへて、などやさしくかきて、　　
人
を
恋
れ
ば
、海
も
な
き
都
に
も
、と
み
る
べ
し
。枕
の
下
に
た
ゝ
　　
?? へ
て
と
は、
古
哥
の
心
に
て
い
へ
り。
ま
く
ら
の
下
に
ぞ
つ
りする、
﹂
　
　
と
い
ふ
哥
に
て
い
へ
り
。蜑
は
我
身
の
尼
に
そ
へ
て
な
り
。︵
四
二
オ
︶
??諸
と
も
に
め
か
り
塩
や
く
う
ら
な
ら
ば
な
か
〳
〵
袖
に
な
み
は
か
けじを﹂　　
?? め
か
り
し
ほ
や
く
な
ら
ば、
袖
に
な
み
は
か
ゝ
る
べ
し、
さ
り
とも姉君﹂
　　
?? と
も
ろ
と
も
に
め
か
り
し
ほ
や
か
ば、
な
か
〳
〵
袖
に
波
を
ば
かけ﹂
　　
まじきに、となり。阿佛の姉
君〻妹
、いづれも哥人なり。
此人も、安嘉門院にさぶらひしなり。つゝましくすることどもを 思ひつらねてかきたるも、いとあはれにもおかし。
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つゝましく、何事にかあらん。文の中の事なるべし。
ほどなく年くれて、春にも成にけり。霞こめたるながめのたど〳〵しき深谷の戸は、となりなれども、うぐひすの初音を
〻
だにも、をとづれこず。思ひなれにし春の
そ
ら
は
し
の
び
が
た
く
、む
か
し
の
恋
し
き
ほ
ど
に
し
も
、︵
四
二
ウ
︶﹄
　　
?? な
れ
し
都
の
空
は、
忍
ぶ
に
も
し
の
び
が
た
く、
む
か
し
の
事、
おもひ﹂
　　
出らるゝ事、尤旅の空の躰、思ひやるべし。
ま
た
都
の
た
よ
り
あ
り、
と
つ
げ
た
る
人
あ
れ
ば、
れ
い
〳〻
〵
の
所
〳〵への﹂文書中に、いざよふ月とをとづれ給ひし人の御
ンもとへ、
　　
是
は
、ゆ
く
り
な
く
あ
く
が
れ
出
し
の
哥
、よ
み
し
人
な
り
。女
院
　　
にさぶらひ給ふ息女也。
??お
ぼ
ろ
な
る
月
は
都
の
空
な
が
ら
ま
だ
き
か
ざ
り
し
な
み
の
よ
る
〳〵﹂　　
?? お
ぼ
ろ
な
る
月
は、
あ
づ
ま
の〻も
都
も
か
は
ら
ぬ
に、
か
は
り
た
る物は、波の﹂
　　
?? よ
る
を
と
ゝ
也。
よ
る
〳
〵
に、
夜
を
そ
へ
て
い
へ
り。
上
手
の風骨也。
﹂
な
ンど
句、そこはかとなき事どもを、かき聞えたりしを、
　　
そ
こ
は
か
は
、そ
こ
と
も
な
き
也
。は
か
に
心
な
し
。な
ど
、に
て
句
　　
を切てよむべし。前の哥に付たる詞也。
︵四三オ︶
慥なる所よりつたはりて、御返事をいたうほどもへず待見たてまつる。
??ね
ら
れ
じ
な
都
の
月
を
身
に
そ
へ
て
な
れ
ぬ
枕
の
な
み
の
よ
る
〳
〵
　　
?? 息
女
の
返
哥
也。
心
は
明
か
也。
な
れ
ぬ
東
の
旅
枕
に、
波
の
よる〳〵聞﹂
　　
?? 給
は
ゞ、
中
〳
〵
ね
ら
れ
じ
と
也。
身
に
そ
へ
て
な
れ
ぬ
枕、
うつくし﹂
　　
きすがた也。
権中゛
納言の君は、まぎるゝ事なく哥をよみ給ふ人なれば、
　　
権
中
納
言
の
君
、大
宮
院
の
女
房
也
。ま
へ
に
、な
み
だ
し
ぐ
る
ゝ
　　
の哥あり。
このほど、手ならひにしをきたる哥ども、かきあつめてたてまつる。うみちかき所なれど、かひな
ンどひ
ろ〻ら
ふおりも
な
ぐ
さ
の
は
ま
な
らら
ね
ば、
お
な
き
こ
ゝ
ち
しし
て、
な
ンど
か
き
て、
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︵四三ウ︶
﹄
　　
おりもなぐさの濱、本哥ありや、見あたらず。おりも
　　
なくといひかけたり。なぐさの濱は紀伊國の名所なり。
　　
おなきは、お き也。
??い
か
に
し
て
し
ば
し
都
の〻を
わ
す
れ
が
ひ、
な
み
の
ひ
ま
な
く
我
ぞ
くだくる﹂　　
?? な
み
の
よ
せ
か
へ
る
ひ
ま
の
な
き
や
う
に、
都
の
事
を
お
も
へ
ば、何と﹂
　　
は
し
て
か
は
都
の
こ
と
を
わ
す
れ
ん
ぞ
と
也
。わ
す
れ
を
わ
す
れ
　　
貝
と
か
ね
、わ
る
ゝ
を〻に
我
を
か
ね
た
り
。切
な
る
心
の
哥
也
。骨
髄
に
　　
とをりたる哥也。哀ふかし。
??し
ら
ざ
り
し
う
ら
山
か
ぜ
も
梅
が
香
は
都
に
に
た
る
春
の
あ
け
ぼ
の
　　
しらぬ浦かぜのさそひくる梅が香も、又春のあけぼの
　　
も、みやこににたると也。
??花
ぐ
も
り
詠
て
わ
た
る
浦
か
ぜ
に
霞
た
ゞ
よ
ふ
春
の
夜
の
つ
き
︵四四オ︶　　
花の咲ころ空のくもりたるを花ぐもりといへり。それ
　　
をうちながめわたるに、う かぜの吹て霞のたゞよ
　　
なかに、春の月のおぼろにみえたる景氣、艶なるす
　　
?? が
た
也。
霞
た
ゞ
よ
ふ
と
い
ふ
句、
此
哥
の
作
也。
た
ゞ
よ
ふ
は、風に﹂
　　
?? な
び
く
心
也。
そ
の
ひ
ま
〳
〵
に、
春
の
月
の
お
ぼ
ろ
〳
〵
と
みゆる﹂
　　
躰、感情かぎりなき也。 やうの哥をばよく心 入て
　　
見るべき也。
??東路の磯山かぜのたえまより波さへ花の面影にたつ
　　
心
明
か
也
。な
み
さ
へ
花
、季
哥
の
躰
也
。是
も
都
の
春
を
思
ひ
や
　　
りてなり。哀ふかし。
??都人おもひも出ば東路の花やいかにと音づれてまし
　　
?? み
や
こ
人、
我
を
思
ひ
給
は
ゞ、
東
の
花
は
い
か
ゞ、
と
音
徒
て給はれ、我
はれ
︵四四ウ︶
﹂
　　
?? は
み
や
こ
の
花
の
恋
し
き
に、
と
也。
以
上
五
首
い
づ
れ
も
〳〵すら﹂
　　
〳〵として、やさしう哀れにおもしろく、しかも心
　　
ふかく、すがたうつく 。
な
ンど、たゞ筆にまかせて思ふまゝに、い
○
そ句
ぎたるたより
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とて、かきさすやうな
る〻り
しを、
　　
思
ふ
ま
ゝ
に
て
、句
を
き
り
て
見
る
べ
し
。思
ふ
ま
ゝ
、の
詞
を
上
へ
　　
つ
け
て
み
る
べ
き
也
。お
も
ふ
ま
ゝ
に
筆
に
ま
か
せ
て
と
見
る
べ
し
。
　　
上手の文章は、みなかやうにあり。
ほどもへず、へんじし給へり。日ごろのおぼつかなさも、この御文に、かすみはれぬるこゝちして、 どあり。　　
日ごろより、文の詞也。
??た
の
む
ぞ
よ
し
ほ
ひ
に
ひ
ろ
ふ
う
つ
せ
貝
か
ひ
あ
る
波
の
立
か
へ
る世を︵四五オ︶
﹂
　　
前
の
、い
か
に
し
て
の
哥
の
返
し
也
。阿
佛
の
哥
に
、し
ば
し
都
を
　　
?? わ
す
れ
貝
と
あ
る
を、
う
つ
せ
貝
を
よ
み
て
か
へ
す
也。
か
ひ
○ある
波は、
﹂
　　
?? 阿
佛
を
さ
し
て
い
へ
り。
此
た
び
の
望
か
な
ひ
給
ひ
て、
都
へ
のぼり﹂
　　
給はん事をたのむぞよ、と也。
??くらべ見よ霞の内の春の月はれぬ心はおなじながめを
　　
花
ぐ
も
り
の
哥
返
し
也
。心
は
、こ
な
た
に
も
霞
の
内
の
春
の
月
　　
に
、は
れ
ぬ
心
は
お
な
じ
事
、と
也
。く
ら
べ
て
み
給
は
ゞ
、お
な
じ
　　
ながめとは、知給はんほどに、となり。
??しら波の色もひとつにちる花を思ひやるさへ面影にたつ
　　
東
路
の
哥
の
返
し
也
。哥
の
こ
ゝ
ろ
は
、波
も
花
も
い
ろ
は
ひ
と
つ
　　
にしろし、その花のちるを都にて思ひやるさへ、面影
　　
?? に
た
つ
ほ
ど
に、
と
也。
此
さ
へ
の
字
に
て、
余
情
お
も
し
ろ
し。さこ︵四五ウ︶
﹄
　　
そあるらんと云心を、此さへにてふくめり。
??東路の桜をみてもわすれずは都の花を人や はまし
　　
み
や
こ
人
の
哥
の
返
し
也
。心
明
ら
か
也
。い
づ
れ
の
本
に
も
返
哥
　　
?? 四
首
あ
り。
此
ま
ゝ
が
た
ゞ
し。
一
首
か
き
お
と
し
た
る
か
な
るべし。
﹂
　　
ふ
る
き
ほ
ん
に
書
お
と
し
た
る
を
、後
々
う
つ
し
も
て
き
た
る
に
や
。
やよひのすゑつかた、
わな〳〵しきわらはやみに、
日まぜに
おこる事、二たびになりぬ。　　
わらはやみは、おこり也 瘧
ギャク
の字也。
あやしう、ほれはてたるこゝちしながら、三度になりぬべき暁よりおきゐて、佛 御まへにて こゝろをひとつにし
て、ほくゑきやうをよみつ。
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?? 心
○を
ひ
と
つ
は、
一
心
不
乱ラン
也。
ほ
け
き
や
う、
と
よ
み
く
せ
也。源氏に︵四六オ︶
﹂
　　
くゑんそくとかきて、けんぞく也。
そのしるしにや、なごりもなく、おちたる折しも、　　
名残もな は、おこりの影もなきこゝろ
都のたよりあれば、かゝる事こそな
ンど、
　　
おこりの事也。
ふる里へもつげやるつゐでに、れいの権中納言の御もとへ、旅の空にてあやうきほど 心ぼそさも さすがにたもつ御法のしるしにや、　　
たもつ御法は、一乗妙典なるべし。
今日までは、かけとゞめて とかきて、　　
けふまでは影もなくなりたりと也。
??い
た
づ
ら
に
の
し
ほ
や
く
け
ぶ
り
と
も
誰
か
は
み
ま
し
風
に
き
えなば︵四六ウ︶
﹄
　　
?? 心
は、
我
な
く
な
り
て、
け
ぶ
り
と
な
る
共、
の
塩
や
く
け
ぶりかと﹂
　　
も
、人
の
み
る
べ
き
か
。さ
は
み
ま
じ
き
と
也
。風
に
き
え
な
ば
の
詞
、
　　
け
ぶ
り
と
我
が
身
と
を
、か
ね
た
る
も
の
也
。哀
ふ
か
し
。い
づ
れ
の
　　
哥も、たゞすら〳〵として、しかも其理分明にて、哀
　　
ふかく、うつくしき也。
と聞えたりしを、おどろきて返事とくし給へり。
??きえもせじ和哥の浦路に年をへて光をそふる
の藻塩火
　　
阿佛におとらぬ哥人なるべし。
心明らか也。
和哥のみち
　　
に年へ給へる人なれば、そのしる ありて、光をま
　　
たまへば、中〳〵きえ給はじと也。
御経のしるし、いとたうとくて、　　
前に、法花經をよみつとあり。
︵四七オ︶
??た
の
も
し
な
身
に
そ
ふ
友
と
成
に
け
り
た
え
な
る
の
り
の
花
の
契
りは﹂　　
妙法蓮花 佛の誓ひは、たのもしや身をは たぬ
　　
友となりたる事、ありがたき、と也。
卯月のはじめつが
ママ
た、たよりあれば、またおなじ人の御も
とへ、去年の春夏の恋しさ、な
ンどかきて、
??見
し
世
こ
そ
か
は
ら
ざ
る
ら
め
暮
は
て
し
春
よ
り
夏
に
う
つ
る
梢
も
　　
前がきにて聞えたり。みし世こそかはらざるらめ は
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阿佛の都にての見し世也。四時は三千世界に至る物な
　　
れば、かはらじと也。
??夏衣はや立かへて都人今や待らんやまほとゝぎす
　　
花の衣を立かへて也。
更衣のこゝろ也。
下句優美にこゝ
　　
ろやさしう哀也。
︵四七ウ︶
﹄
その御返し、またあり、
??草
も
木
も
去
年
み
し
ま
ゝ
に
か
は
ら
ね
ど
あ
り
し
に
も
に
ぬ
心
ち
のみして﹂　　
み
し
世
こ
そ
の
哥
の
か
へ
し
也
。前
の
哥
に
う
つ
る
梢
も
と
あ
る
を
　　
うけて、草も木も去年にかはらねどかたらふ人のなけ
　　
れば、ありしに にぬこゝちする、と也。
さて郭公の御たづねこそ、
??人よりも心つくして時鳥たゞ二聲をけふぞきゝつる
　　
?? 夏
ご
ろ
も
の
か
へ
し
也。
今
や
待
ら
ん
と
尋
給
ふ
我
は、
人
よ
りも心﹂
　　
?? を
つ
く
し
て、
た
ゞ
二
聲
き
ゝ
た
る
○と
也。
二
こ
ゑ
は、
人
よ
りもこゝ﹂
　　
ろをつくしたるゆへなり、といへり。
實方中将の、五月まで時鳥をきかで、みちの國より
???都
に
は
聞
ふ
る
す
ら
ん
時
鳥
関
の
こ
な
た
の
身
こ
そ
つ
ら
け
れ
︵四八オ︶とかや申されたる事のさぶらふなる、そのためしと思ひ出られて、この御文こそことにやさしく、などかきておこせたまへり。　　
實方中将、奥州左遷の時なるべし。此哥、後撰にあり。
　　
をこせ給へりとは、是まで都よりの文の詞の趣なり。
さるほどに卯月のすへになり○
に
けれど、時鳥の初音ほのか
にも、思ひたえたり。人づてにきけば、ひきのやつと云所 、　　
ひきの谷、鎌倉の雪の下にあ 。
あまたの聲なきけるを、人きゝたり、など云を聞て
???し
の
び
ね
は
ひ
き
の
谷
な
る
ほ
と
ゝ
ぎ
す
雲
井
に
高
く
い
つ
か
な
のらん﹂　　
?? こ
ゝ
ろ
明
ら
か
也。
ひ
き
の
谷
と
い
ひ
て、
雲
井
に
高
く
と
い
へる、す︵四八ウ︶
﹂
　　
ら〳〵として、たけある哥のさまなり。
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な
ンどひとりおもへども、そのかひなし。もとより東路は
みちのおくまで、むかしより郭公まれなるならひにやありけん。ひとすぢにまたなかずは、よし。まれにも聞人ありけるこそ、人わきしけるかと心づくしにうらめしけれ。また、くはこくもんゐんの新中納言ときこゆるは、　　
くはこく門院、書写のあやまりなるべし。沼
ママ
運禄
ママ
にも
　　
不見、又拾芥にもみえず。是は化
ママ
徳門院をあやまりて
　　
かけるにや。化
ママ
徳門は拾芥にあり。新中納言、女房の
　　
名なり。
京極中納言の御
み
むすめ、
　　
定家卿の女也。
︵四九オ︶
後ご
深ふか
草くさ
のさきの斎
いつき
宮のみや
と聞えしに、
　　
この斎宮も沼
ママ
運禄
ママ
にみえず。よみくせ、このてんの
　　
ごとくよむべきにや。またさきの斎宮ともよむ
　　
べし。
父○
の
中納言のまいらせおき給へるまゝにて、年へ給ひに
ける、この女院は、斎宮の御
ン子にしたてまつり給へりし
かば、
つたはりてさぶらひ給ふなる、
うき身こがるゝもかり
船な
ンど
よみ給へりし、民部卿のすけのせうとにてぞ
おはしける。　　
うき身こがるゝもかり船は、後堀川院の民部卿の典
す
侍け
　　
の哥の二三の句をいひ出せり。續 撰に入たる哥なり。
　　
?? 濁
り
江
に
憂
身
こ
が
る
ゝ
も
か
り
船
は
て
は
ゆ
き
ゝ
の
か
け
て
だにみず︵四九ウ︶
﹄
　　
此哥の事なり。せ とにてぞおはしけると 典侍の
　　
為に姉にや。
さる人の子にて、
　　　
定家卿の子なれば也。
あやしき歌よみて、人にはきかれじ、とあ がちにつゝみ給ひしかど、　　
あやしきとは爰にてはあしき歌といふ心也。所により
　　
てこゝろかはる。古今の序に、哥 あやしく妙なりと
　　
いへるとは、爰にて 、こゝろかはる也。
はるかなる旅の空のおぼつかなさに 哀なる事どもをかきつゞけて、
???いかばかり子を思ふ靏の飛別ならはぬ旅の空になくらん
　　
?? 新
中
納
言
の
歌
也。
哥
の
心
は、
家
を
つ
が
せ
む
と
お
も
ふ
為
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に︵五〇オ︶
﹂
　　
鎌倉 趣給ふは、子を思ふがゆへ也。誠におもしろき
　　
歌のさま也。よるのつる憶
テ? 子を籠の中に鳴く
　　
此句よりいへり
○と
文
の
言
葉
つ
ゞ
け
て
、歌
の
や
う
に
も
あ
ら
ず
か
き
な
し
給
へ
る
も
、
人よりは猶ざりならずおぼゆ。御かへしは、　　
人
よ
り
は
な
を
ざ
り
な
ら
ず
と
は
、人
〳
〵
よ
り
は
心
ざ
し
ふ
か
　　
きなり。
???そ
れ
ゆ
へ
に
と
び
別
て
も
芦
た
づ
の
子
を
思
ふ
方
は
猶
ぞ
か
な
し
き
　　
それゆへとは、為家卿 家督の事ゆへに、飛別て也。
　　
子を思ふかたは、仰の外にかなしき物ぞ、と
と聞ゆ。そのつゐでに、古入道大納言、夢
ママ
の枕にも立添
て、
　　　　　　　　　
為家卿なり。
︵五〇ウ︶
﹄
ゆめに見えさせ給ふよしな
ンど
　　
在鎌倉にて見る夢なれば、草の枕にも立添てと
　　
いへり。
この人ばかりや、哀ともおぼさんとてかき付てたてまつる　　
此新中納言は、為家卿の連枝なれば、したし を
　
　
つて、哀ともおぼさむと也。
???都まで語もとをし思ひねにしのぶむかしの夢の名残を???は
か
な
し
や
旅
ね
の
夢
をに
か
〻
よ
ひ
き
て
さ
む
れ
ば
見
え
ぬ
人
の
面
影
　　
此二首、心明らか也。みな為家卿の事 哀ふかし。
な
ンどかきたてまつりたりしを、又あながちに、たよりた
づねて、かへしし給へり。さしも忍びたまへりしも、折からなりけり。
︵五一オ︶
　　
さ
し
も
の
詞
よ
り
、都
よ
り
の
文
の
言
葉
也
。旅
の
枕
に
、な
き
人
の
　　
かよひて夢にみえ給ふは、折から哀なりと也。
???東路の草の枕は遠けれ 語ればちかきいにしへのゆめ
　　
おもしろき贈答也。都迄語は遠しとの給へども、いに
　　
し
へ
の
ゆ
め
も
、か
た
れ
ば
近
き
心
地
す
る
と
也
。尤
、東
路
の
草
の
　　
枕は遠けれども、と也。
???い
づ
く
よ
り
旅
ね
の
床
に
通
ふ
ら
ん
思
ひ
お
き
つ
る
露
を
た
づ
ね
て
　　
?? 旅
ね
の
夢
に
か
よ
ふ、
と
の
給
ふ
は、
い
づ
く
よ
り
通
ふ
ぞ、
と也。む﹂
　　
か
し
お
も
ひ
を
き
つ
る
事
を
尋
て
、か
よ
ふ
か
と
也
。露
と
い
は
ん
　　
とて、思ひをくとはいへり。
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などの給へり。夏のほどは、あやしきまで音づれもたえて、おぼつかなさも、一かたならず。
︵五一ウ︶
﹄
　　
?? 此
あ
や
し
き
は、
前
に
い
へ
る
と
は、
心
か
は
る
べ
し。
爰
は、
ふしん﹂
　　
したる心にみるべし。おぼつかなさも、は、こゝろも
　　
とな 。
都のかたは、志賀のうらなみたち○
句
山三井寺のさはぎとき
こゆるも、いとゞおぼつかなし。　　
志賀の浦波たち、とよみて、句を切て、山三井寺とよ
　　
むべし。志賀の浦なみは、山三井寺のさはぎ、といは
　　
ん
あ
や
也
。山
と
は
山
門
な
り
。山
門
と
園
城
寺
と
の
諍
論
也
。是
　　
は、弘安六年、山門与
? 三井寺
? 爭
フ? 天王寺ノ別當
ヲ? 時ノ
　　
事也。一かたならずとは、夏の程を づれたえた に、
　　
又山門の事をきけば、一かたならず也。
か
ら
う
じ
て
、八は
月づき
二
日
ぞ
、た
よ
り
待
ゑ
て
、日
比
よ
り
置
た︵
五
二
オ
︶
りける人〳〵の、文どもとりあつめてみつる。　　
日比たよりありや、と書置たる文ども、一度に鎌倉へ
　　
届てみると
也。
侍従さいしやうの君のもとより、五十首の和哥をよみたりけるとて、きよがきもしあへず たよりすごさじとて、下されたる歌も、いとおとなしく成にけ 。　　
侍従宰相の君とは、為相歟。侍従は、兼官にや。
五十首に十八首に、てんあひぬるも、
　　　　　
合點也。
あやしく、こゝろのやみのひがめこそあるらめ。　　
?? こ
の
あ
や
し
く
は、
よ
か
ら
ぬ
の
心
也。
心
の
や
み
と
は、
人
の親の心は﹂
　　
や
み
に
あ
ら
ね
ど
も
、此
哥
の
心
也
。そ
れ
ゆ
へ
に
、ひ
が
み
た
る
　　
事あらんと、卑下の詞也。
︵五二ウ︶
﹄
その中に、
???こゝろのみへだてずとても旅衣山路かさなる遠の白雲
　　
古哥に、
　　
?? 思
ひ
や
る
心
ば
か
り
は
さ
は
ら
じ
を
何
へ
だ
て〻
つ
ら
ん
み
ね
の
白雲﹂
　　
?? 此
俤
也。
心
の
み
は、
心
ば
か
り
也。
た
と
へ
○心
は
へ
だ
て
ず
共、旅衣かさ
　　
な
る
山
と
、衣
の
縁
を
う
け
て
、そ
れ
さ
へ
あ
る
に
、う
ら
め
し
き
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は、遠のしら雲な
な
りと也。
とある哥を見るに、旅の空を思ひおこせてよまれたるにこそ、心をやりては
〻
哀なれば、その哥のかたはらに、もじ
ちいさくかへしをぞ、かきそへてやる。
???恋忍ぶ心やたぐふ朝夕に行てはかへる遠のしら雲
　　
恋
忍
ぶ
心
は、
都
も
爰
も
お
な
じ
事
と
也。
白
雲
を
行
か
へ
る
︵五三オ︶　　
も、心也、おもひはおなじ思ひと也。
またおなじ旅の題にて、
???かりそめの草の枕のよな〳〵を思ひやるにも袖ぞ露けき
　　
都
よ
り
思
ひ
さ
へ
袖
の
ぬ
る
ゝ
ほ
ど
に
、草
の
枕
の
夜
な
〳
〵
は
　　
い
か
に
し
給
ふ
ら
ん
、さ
こ
そ
袖
を
ぬ
ら
し
給
は
ん
、と
也
。草
の
　　
枕に、袖の露うるはしき物也。
とあるところにも、又かへしをぞかきそへたる。
???秋
ふ
か
き
草
の
ま
く
ら
に
我
ぞ
な
く
ふ
り
す
て
ゝ
こ
し
鈴
虫
の
ね
を
　　
ふ
り
す
て
ゝ
は
、鈴
虫
の
縁
也
。人
を
ふ
り
す
て
ゝ
下
た
れ
ば
、今
　　
は草の枕に、我を
〻
立かはりてなくと也。
また
○此
五十首の哥のおくに、
言葉をかきそふ。
おほかた哥の
さ
ま
な
ど
、し
る
し
つ
け
て
お
く
に
、昔
の
人
〳
〵
の
こ
と
を
、︵
五
三
ウ
︶﹄
　　
むかしの人〳〵は、定家卿為家卿など成べし。
???こ
れ
を
見
ば
い
か
ば
か
り
と
か
思
ひ
つ
る
人
に
か
は
り
て
音
こ
そ
なかるれ﹂　　
是
を
見
ば
、と
は
、五
十
首
の
和
哥
の
事
也
。む
か
し
の
人
の
是
を
　　
見
た
ま
は
ゞ
、い
か
ほ
ど
う
れ
し
く
思
ひ
給
は
ん
、と
也
。を
く
れ
　　
さきだつならひな ば、なき人にかはりて我ひとりね
　　
になくと也。哀ふかし。
とかきつく
゜
。じじうのをとうと、為守の君のもとよりも
二十首の哥ををくりて、是にてんあひて、わろからん事をこまかにしるしたべ、といはれたり。
　　
哥の添削也。
ことしは十六ぞ し。哥のくちなれ、やさしくおぼゆるも、かへす〳
゜
〵、こゝろのやみとかたはらいたくなん。
　　
?? か
へ
す
〳゜
〵、
後
の
か
へ
す
を
す
み
て
よ
む
べ
し。
源
氏
も
如
此
シ。︵五四オ︶
﹂
　　
かたはらも、かたはらとよむべし。これかんなの
　　
よみくせ也。
是も、旅の哥には、こなたを思ひてよみたりけりとみゆ。
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下りしほどの日記を、　　
日記をにきとよむべし。
この人〳〵のもとへ、つかはしたりしをみて、よまれたりけるなめり、
　　　
なんめりとよむべし。
???立
別
ふ
じ
の
け
ぶ
り
を
見
て
も
な
を
心
ぼ
そ
さ
の
い
か
に
そ
ひ
け
ん
　　
かくれたる所なし。煙に、心ぼそき、縁語也。
又これも返しをかきつく
゜
。
???か
り
そ
め
に
立
別
て
も
子
を
思
ふ
お
も
ひ
を
ふ
じ
の
け
ぶ
り
と
ぞ
みし﹂　　
?? 子
を
思
ふ
お
も
ひ
を、
火
に
も
た
せ
て、
思
ひ
の
た
か
さ
を
ふ
じ︵五四ウ︶
﹄
　　
によそへていへる也。
又、権中納言の君いとこまやかに文かきて、くだ 給ひしのちは
　　　　
是より文の詞也。
歌よむ友もなくて、秌になりては、いとゞ思ひいできこゆるまゝに、ひとり月をのみ詠あか て などかきて、
???東
路
の
空
な
つ
か
し
き
形
見
に
は
し
の
ぶ
な
み
だ
に
く
も
る
月
か
げ
　　
なつかしき形見には月より外になきものを、それさへ
　　
なみだにくもりて、見えわかぬと也。是等を自問自答
　　
の
歌
と
い
ふ
べ
し
。忍
ぶ
な
み
だ
、か
く
す
心
に
あ
ら
ず
。人
を
恋
　　
しのぶこゝろなり。
此御返し、是も古里の恋しさなどをかきて、
???通
ふ
ら
し
都
の
外
の
月
見
て
も
空
な
つ
か
し
き
お
な
じ
な
が
め
は
︵五五オ︶　　
?? 月
影
の
谷
に
て
見
る
月
な
れ
ば、
都
の
外
と
い
へ
る
な
り。
た
とへ都﹂
　　
?? の
外
の
月
に
て
も、
な
つ
か
し
き
な
が
め
は、
お
な
じ
事
と
な
り。され﹂
　　
?? ば、
思
ふ
こ
ゝ
ろ
は
通
ふ
ら
し、
と
也。
扨
此
日
記
に、
こ
ろ
は三冬たつ﹂
　　
はじめの空といふよりかき出して、年くれ春になりて
　　
また秋まで 事をかきて、ふたとせにかけて、四時の
　　
うつりか る所を見せて、秋にて書はたしたる所 見
　　
所あり。筆力たぐひなき物也
みやこの哥ども、此後おほくつもりたり。また書つ
゜
゜
く゜
べし。
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書つく、清濁いづれも聞ゆるなり。
　　
長歌
　
　
夫
長
歌
短
哥
之
事
、古
来
ヨ
リ
先
達
与
今
同
じ
か
ら
ず
。︵
五
五
ウ
︶
　　
二條家冷泉家の分、十七有
りと見えたり。堀川院の御時
　　
百首を召したるに、俊頼朝臣、短哥とて長哥を添て
　　
獻ぜらる。又、五条三品 成卿は 千載集を撰ばれし
　　
とき、短哥とて長哥を載られたり。是を京極黄
　　
門、一期の遺恨此事也 と申さ しと也。又万葉
ニ
　　
は、都て卅一字の をば短歌 かきて、長哥とかける
　　
所一所もなし。又 拾遺集には 長哥の部とたて
　　
て、人丸吉野宮
ニ奉る、長哥、とかけり。源順と能宣
　　
と贈答の哥も、又、東三條入道左大臣、圓融院へ奉ら
　　
るも、皆、長を長哥とし 短かきを短哥と傳る也。所
　　
詮此長哥◯
短哥
の事、始終分明の義、万葉の抄詞林採
　　
要抄に具也。爰に委細
ニ決して、其詮なし。
︵五六オ︶
???しき嶋や
　　　　
大和
の國は
　　
?? 敷
嶋、
日
本
の
惣
名
也。
大
和
の
國
に
敷
嶋
あ
り。
磯
成ママ
嶋
と
かく也。
﹂
　　
此しき嶋とは、次の句に、や
〻
大和といはん枕詞也。
あめつちの
　
天地也。
ひらけ初し
　　 　
むかしより
　　
開闢のむかしよりなり。
岩戸を明て
　　
おもしろき
　　
天
の
岩
戸
也
。
日
神
こ
も
り
給
ふ
所
也
。
面
白
き
は
、
日
神
岩
戸
　　
より御かほの少しみえ給ふ時、面白 諸神の宣ひ
　　
し事也。
神楽の言葉
　　　　
うたひてし
　　
岩
戸
の
前
の
神
楽
也。
神
楽
は、
是
よ
り
始
ま
る
也。
う
た
ひ
︵五六ウ︶
﹄
　　
てしとは、神楽のうたひもの也。梁塵秘抄にあり。
　　
?? 太
山
に
は
霰
ふ
る
ら
し
外
山
な
る
ま
さ
木
の
か
づ
ら
い
ろ
づ
き
にけり﹂
　　
是神楽のうたひもの也。此哥にふしを付てうたふ事也。
　　
此うたひも に本末あり。猶 事品々あり、畧之。
さればかしこき
　　　　
ためしとて
　　　
ひじりの御代の
みちしるく
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聖
代
也
。聖
代
の
道
、今
に
い
ち
し
る
き
と
也
。も
ろ
こ
し
に
て
は
　　
尭舜、日本にては延喜天暦の帝をさすべき歟。
人の心を
　　　　
たねとして
　　　　
万のわざを
　　
古今の序に、
やまと哥は人 心をたねとして、
といへり。
　　
万とは、万物をさしていへり。
言
の
は
に
　
　
　
　
お
に
神
ま
で
も
　
　
　
あ
は
れ
と
て
︵
五
七
オ
︶
　　
古今の序に、目にみえぬおに神をもあ れと思
　　
はせ、とあり。
八しまの外の
　　　　
よつの海
　　
?? 八
し
ま
は、
日
本
な
り。
外
と
は、
三
千
大
千
世
界
也。
よ
つ
の海は四海也。
﹂
波もしづかに
　　　　
おさまりて
　　
國家安全なれば、四海の波も静謐也
空吹かぜも
　　　　
やはらかに
　　　　
枝もならさず
ふるあめも
　　
時さだまれば
　　
周公旦の時太平に治まりて、天も時代を感じて雨順風
　　
調とて、五日の風十日の雨と 太平の時はよき程に
　　
雨がふり、風もしづかにて、えだをならさぬと也。
きみ〳〵の
　　　　
みか
こ
ととイ
のまゝ
　
したがひ
て︵五七ウ︶
﹄
和哥の浦路の
　　　　
もしほ草
　　　　
かきあつめたる
あとおほし　　
續後撰雜、平泰時の歌にていへり。
　　
か
き
置
し
和
哥
の
浦
路
の
藻
塩
草
い
か
な
る
方
に
波
の
よ
す
ら
ん
　　
是をとりいでゝ申されたる所、筆力作意誠に奇妙
　　
なり。俊成卿、定家卿 為家卿代々書おかれし筆の
　　
跡ありとなり。かきあつめたる跡おほき 、 かなる
　　
方
に
波
の
よ
す
ら
ん
、し
り
給
へ
る
や
、と
也
。か
へ
す
〳
〵
此
泰
時
　　
の哥にて申されし事、凡慮の及ぶ事にはあらず。
　　
泰時は時宗の先祖故也
それが中にも
　　　　
名をとめて
　　　　
三代まで継し
人の子の︵五八オ︶　　
先祖御堂関白道長公より、代々の中に 殊更和哥の
　　
道通達せられしは、俊成卿也。然ばそれが中にも
　　
?? と
は、
俊
成
卿
よ
り
定
家
卿、
為
家
卿
の
三
代
を
い
へ
る
歟。
しかれば﹂
　　
爰の人の子とは、為家卿に当る也。
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親のとりわき
　　　　
ゆづりてし
　　　
親とは定家卿也。
そのまこ さへ
　　　　
ありながら
　　
定家卿より為家卿へ譲あたへられし證文なるべし。
　　
但
人
の
子
〇の
と
い
ふ
所
を
、為
家
卿
の
子
息
と
み
れ
ば
、親
の
と
り
　　
わきといふ所は、為家卿に当るなり。
思へばいやし
　　　　
しなのなる
　　　　
卑下の詞也。
そのはゝ木ゞの
　　　　
そのはらに
　　　　
たねを蒔たる
とがとてや︵五八ウ︶
﹄
　　
はゝ木ゞに母をもたせたり。その原、信濃の名所
　　
母といひて、その腹とかけ
世にもつかへよ
　　　　
いけるよの
　　　　
帝の御奉公也。
身をたすけよと
　　
契りをく
　　
約束のこゝろなり。
須まと明石の
　　　　
つゞきなる
　　　　
摂津の國にあり。
細川山の
　　　　
谷河に
　　
細川の庄、代々の知行所也。播磨と摂津國 堺に有。
わずかに命
　　　　
かけひとて
　　
命をかくるを筧にもたせて、谷川に、か
けひとかけた
　　
る言葉也。
つたひし水の
　　　　
みなかみも︵五九オ︶
　　
筧より傳〇
ひ
し水に、代々をこめたるなり。
せきとめられて
　　　　
今はたゞ
　　
為氏卿に妨げらるゝと也。
くがにあがれる
　　　　
うをのごと
　　
水上をせきとめたれば、陸にあがるうをのごとくに
　　
なると也。
かぢをたえたる
　　　　
船のごと
　　　　
よるかたもなく
わびはつる　　
か
ぢ
な
き
舟
な
れ
ば
、よ
る
か
た
な
し
と
也
。ゆ
ら
の
戸
を
わ
た
る
　　
舟人 ぢをたえ、の哥のこゝろ也。
子を思ふとて
　　　　
よるの靏
　　
?? よ
る
の
靏
は、
阿
佛
の
身
を
さ
し
て
い
ふ。
さ
て、
侘
は
つ
る
子とう︵五九ウ︶
﹄
　　
けて、子を思ふといふより又發してかき出たり。夜の
　　
靏とは、楽天第三第四ノ絃ハ冷々トシテ夜ノ靏憶
テ?
　　
子ヲ籠ノ中ニ鳴
ナク
、是にていへり。
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なく〳〵都
　　　　
いでしかど
　
鎌倉へ下向也。
身は数ならず
　　　　
かまくらの
　　　　
世のまつりごと
しげけれど　　
時宗天下の政、繁く執行なはるゝと也。
聞えあげてし
　　　　
言の葉も
　　　　
枝にこもりて
梅のはな
　　　　
よとせの春に
　　
なりにけり
　　
?? 聞
〇へ
あ
げ
て
し
は、
上
聞
に
達
す
る
也。
言
の
葉
も
と
は、
訴
状也。身の﹂
　　
?? 数
な
ら
ね
ば、
枝
に
こ
も
り
て、
は
や
四
年
に
成
た
る
と
也。
枝にこもり﹂
　
　
の
こ
と
ば
、お
も
し
ろ
き
物
也
。上
聞
不
達
し
て
中
に
滞
る︵
六
〇
オ
︶
　　
を、枝にこもりて梅の花といへり。筆力たぐひなき也。
ゆくゑも知らぬ
　　　　
なか空の
　　
此二句より又發してかき出たり
風にまかする
　　　　
ふる里は
　　　　
軒端もあれて
さゝが の
　　　　
いかさまにかは
　　　　
なりぬらむ
　　
?? 軒
端
も
あ
れ
て
さ
ゝ
が
に
の、
此
二
句、
古
哥
あ
る
か。
い
か
さま哥の﹂
　　
や
う
也
。
見
あ
た
ら
ず
。
但
言
葉
ま
で
か
、
鎌
倉
下
向
よ
り
は
や
　　
四年になれば、ふる
さとはいかさまにかなりつ
　　
らんと也。
代々の跡ある
　
玉づさも
　　
代々の證文也。また是より發してかけり。
さ
て
朽
は
て
ば
　　　　
あ
し
が
ら
の
　　　　
道
も
す
た
れ
て
︵六〇ウ︶
﹄
いかならん　　
あしからんといひかけて、あしがらのみちとかけたり。
これを思へば
　　　　
わたくしの
　　　　
なげきのみかは
世のためも
　　　　
つらきためしと
　
なりぬべし
　　
政
道
を
と
り
失
ひ
た
ら
ば
、私
の
歎
の
み
か
、天
下
の
為
に
も
万
人
　　
の歎ならん、といへり。
行さきかけて
　　　　
さま〴〵に
　　　　
書残されし
筆のあと　　
為家卿の筆の
〻
跡の證文なるべし。
かへす〳
゜
〵も
　　　　
いつはりと
　　　　
思はましかば
ことはりを
　　　　
たゞすの森の
　　
ゆふしでに
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やよやいさゝか
　　　　
かけてとへ︵六一オ︶
　　
こ
と
は
り
を
糺
す
、誓
言
也
。ゆ
ふ
し
で
に
か
け
て
、と
う
け
た
る
　　
な
り
。や
よ
や
は
、や
よ
時
雨
な
ど
の
た
ぐ
ひ
な
り
。よ
び
か
け
た
る
　　
詞也。いさゝかは少し也。
みだりがはしき
　　　　
すゑの代に
　　　
あさはあとなく
なりぬとか
　　　　
いさめをきしを
　　
わすれずは
　　
?? あ
さ
は
あ
と
な
く
は、
朝
廷
の
政
を
さ
し
て
い
へ
り。
又、
麻
なり。いさめ﹂
　　
置しとは、是は平泰時の哥に、
　　
?? 世
の
中
にのイ
あ
さ
は
跡
な
く
成
にも
けうしイ
り
心
の
まうちイ
ゝ
の
よ
も
ぎ
の
み
して﹂
　　
?? 此
哥
の
事
也。
新
勅
撰
雜
の
二、
題
不
知、
平
泰
時
と
あ
り。
かやうに﹂
　　
い
さ
め
置
給
ふ
ほ
ど
に
、我
身
の
歎
を
引
な
を
し
給
へ
と
也
。麻
に
　　
?? つ
く
蓬
は、
を
の
づ
か
ら
た
め
ざ
れ
ど
も、
直
也。
然
る
に、
世の中の﹂
　　
?? 麻
は
跡
な
く
絶
て、
ゆ
が
め
る
蓬
の
み、
世
の
中
に
心
の
侭
に
ゆがめるた︵六一ウ︶
﹄
　　
とへ也。
ゆへある
事を
　　　　
また誰か
　　　　
ひきなをすべき
とばかりに
　　　　
身をかへりみず
　　　　
たのむぞよ
そのよをきけば
　　　　
さてもさは
　　
またこれより、おこしてかけり
のこるよもぎ
　　　　
かこちてし
　　　　
人のなさけも
かゝりけり　　
?? 君
ひ
と
り
跡
な
き
あ
さ
の
数
し
ら
ば
残
る
よ
も
ぎ
の
か
ず
を
こ
とはれ﹂
　　
此哥の事也。こしべの尼公の歌な 。次にくはし
おなじはりまの
　　　　
さかひとて
　　　
ひとつながれを
くみしかば
　　　　
野中の清水
　　　　
よどむとも
もとの心に
　　
まかせつゝ︵六二オ︶
　　
?? 古今
古
へ
の
野
〇中
の
し
水
ぬ
る
け
れ
ど
も
と
の
こ
ゝ
ろ
を
知
る
人ぞくむ﹂
　　
是にていへり。よどむとは、為氏卿の押領なるべし。
　　
もとの心とは、本領安堵のこゝろ也。
とゞこほりなき
　　　　
水莖の
　　　　
跡さへあらば
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いとゞしく　　
水莖、筆をいふ。跡さへとは、為家の譲状なるべし。
靏が岡べの
　
鎌倉ニ在
　
朝日影
　　　　
八千代のひかり
さしそへて
　　 　
あきらけき世の
　　　　
猶もさかへん
　　
政
道
厳
重
な
ら
ば
、万
代
栄
へ
給
は
ん
と
い
ふ
事
を
、あ
き
ら
け
き
　　
世の猶もさかへんといへり。
???な
が
ゝ
れ
と
朝
夕
い
の
る
君
が
代
を
や
ま
と
言
葉
に
け
ふ
ぞ
述
つ
る
　　
?? 是
を
ハン反かへし
哥
と
云。
か
へ
し
哥
と
も
云
也。
長
歌
の
次
に
か
な
らず有也。
︵六二ウ︶
﹄
　　
残るよもぎとかこちける所の裏書に、皇太后宮
　　
太夫俊成卿の御女、父の譲とて播磨國こしべの庄と云
　　
所をつたへし れけるを、さまたげてむさしの前
　　
司へ、ことなる訴訟にはあらで、 いらせられける哥
　　
は新勅撰にも入侍 とやらん。心のまゝのよもぎのみ
　　
してといふ御哥 、かこちて申されける哥、
???君
ひ
と
り
あ
と
な
き
あ
さ
の
数
し
ら
ば
残
る
よ
も
ぎ
の
数
を
ことはれ﹂
　　
とよまれけ ば評定にもおよばず、卄一个條の地頭
　　
?? ひ
ほ
う
を、
み
な
と
ゞ
め
ら
れ
け
り。
そ
の
ゝ
ち、
野
中
の
し
○水
をすぐ
　　
とて、
???わ
す
ら
れ
ぬ
も
と
の
心
を
知
が
ほ
に
野
中
の
し
水
か
げ
○を
だ
にみじ﹂
　　
?? と
よ
ま
れ
た
る
も、
そ
の
こ
し
べ
の
せ
う
へ、
く
だ
ら
れ
け
る
ときの︵六三オ︶
﹂
　　
哥也。新勅撰 入て侍りし。
　　　
永仁六年三月一日書之
　　
永仁は、九十二代
　
伏見院の年号也。
　
右阿佛房と申人は、定家卿のよめ為家卿の室也。君達
　
五人おはしけり。播磨の國細川 庄を、為家より
　
譲えられしを、為氏他腹たるにより、押領せら
　
れしと也。訴訟の為、鎌倉へ阿佛房下られさぶらひ
　
し時、道すが 心にうかびしこと葉 日記にて侍る
　
と也。為氏ももろとも 在鎌倉にて侍しかども、両
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人
と
も
に
鎌
倉
に
て
死
去
せ
ら
れ
侍
る
。そ
せ
う
は
為
氏
の︵
六
三
ウ
︶﹄
　
かたへは付られ侍らざりしとかや。安嘉門院四条と
　
申人也。為相の母也。
　　　
右阿佛房といふより是まで、後人の加筆とみゆ。
　　
誰人のかゝれしともしらず。此道の日記のこ はり
　　
書也。本書には除き侍べきにや
　　　　　　　　　　　　　　
︵六四オ︶
　　
︵六四ウ︶
﹄
　　
假名諷誦
きよき心に真をいだし一切の三寶に申事あり先常なき世のならひ本より空しき事と知なから目の
前のわかれにたえぬかなしひは明ぬ夜はの夢ちにたどる心ちして過る月日も思ひわかぬに五の七日になり又一時 煙とのほりし後雨とやなりにけん雲とやなりにけん只つく〳〵と大空をのみ こてどもかよふまほろしのことつてもなけれは玉のありかをそこたにしらすいつれもよそふ かたは事かはれと
もひとつ思ひは
おな かるへしさても此いまはむ し なり る人はとしは八そちのよはひにふ とせ かりやたらさりけ
る
時
は
五
代
の
君
に
あ
ひ
奉
つ
り
家
に
つ
た
ふ
る
敷
嶋
の︵
六
五
オ
︶
道は三代の撰者と 聞えし在世 妙な 言葉を残しなき世にもかしこきあとをとゝむるつかさかげな
のイ
びくにちかづきくらゐはおほきふたつの所に
のぼり世をのがれまこ の道をたつねてふたつ なくみつもなき一乗法花の行者にて日 とに讀誦をつとむる事二千百
七イ
十部病の床の今はの際まても仏
を念したる事つゐに静か也心をひとつに ておはりみだれさりしかはさりともと花の臺 思ひをくりてもさらぬ別れのあ ぬ名 は猶なくさむ たそなか
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りけるとし比はうとはまのうとかりしあたりなれど和哥の浦路のなみのたより いかなるえにかひかれけんふるさ
と
を
も
は
な
れ
し
た
し
き
を
も
す
て
ゝ
か
げ
の
か
た
ち
に︵
六
五
ウ
︶﹄
したかふためしなれどなたの塩やき とまもなくふすゐの床のいをやすむひまたになくて哥のみちをたすけつかへし事はたとせあ り三とせはかりにもやなりに ん風にちり敷花にさため き世をたとへむすふいつみの水におもか りぬる老のすか い ひ木のまの月の心つくし も程なく更行影をお み霜と雪とつもるにつけても消やすき命を思ふ も朝夕は難
波
の
よ
し
あ
し
を
か
た
り
あ
は
せ
て
い
に
し
へ
今
は
の
わ
か
れ
ぬ
る
ふしをしたひよるもひるも法花 軸を みておなし蓮のうへ 契りをくはかなき世にお れさ たつ からす生れどころをつげしらせんと諸共 ちかひし事歎
き
に
あ
ま
る
涙
の
床
は
と
け
て
ぬ
る
夜
も
な
け
れ
は
さ
た
か
な
る
︵六六オ︶夢をたにもみすうつゝにとまる名残とては にゝしのふ
の
と
ひ
と
つ
に
も
あ
ら
ぬ
わ
す
れ
か
た
み
に
も
夜
の
靏
の
こ
の
う
ち
の聲たえすいたつらになけきかなしまんよりは佛のう
て
な
に
あ
つ
ら
へ
た
て
ま
つ
り
法
の
い
り
き
を
あ
ふ
ぎ
て
め
つ
ざ
い
し
や
う
ぜ
ん
を
い
の
ら
ん
に
は
し
く
事
な
く
や
と
て
け
ふ
の
日
に
あ
た
り給ひける地蔵ほざつ一躰のすがたをか あらはしたてまつる法花経一部無量義経普賢経阿弥
陀〻陀
経はかたぎを
そ〻う
つすおなしくはこれを供養讃嘆して
此功徳をも 入道大納言の生れどころを づねなかき夜の夢を覚し とよりのさとりをあらはしてうへなき菩提にみちびき給へほと はひさしく功をつみし
仏
経
は
命
と
と
も
に
ち
か
ら
を
い
れ
し
経
な
り
か
く
れ
て
も︵
六
六ウ︶
﹄
あらはれても利益むなしからじ此廻向あまねく法界にをよほ てよろつ 衆生をわ さんと也　　
建治元年六月五日
　　　　　　
弟子敬白
　
とまる身はありてかひなきわかれ路に
　　
なとさきたゝぬいのちなりけり︵六七オ︶
　　 　 　　　　　　　　　　
︵六七ウ︶
﹄
＼きよき
心に真をいだし。一切の三寶に申事あり。
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?? き
よ
き
心
は、
清
浄
心
也。
ま
こ
と
は
真
実
也。
三
寶
と
は
仏
法僧、是﹂
　　
を三寶といへり。此詞、この諷誦の序分
ママ
也。
先常なき世のならひ。もとより空しき事と知なから。　　
このまづの字、
施主の趣をいひ出ん發端也。
いでやなど
　　
いふにおなじ心也。
目のまへの別れにたえぬか し は。　　
為家卿のわかれなり。
あけぬ夜半 夢路にたどる心ちして。過る月日も思ひわか に。いつゞ 七日 り。又一時のけふりとのぼりし後　　
?? 五
の
七
日
は、
五
七
卅
五
日
を
和
し
て
い
へ
り。
一
時
と
は
月
日といふ︵六八オ︶
﹂
　　
に對して也。
。雨とやなりにけん。雲とやなり けん　　
消やすきたとへなり 是は巫山の神女が、襄王に
　　
まみえていひし詞に かけり。其時詞にいふ
　　
朝には爲
ナリ? 行
? 雲
ト? 夕
ニハ爲
ナル? 行
? 雨
ト?
　　
又劉
リウウ
禹錫
シャク
が婦にをくれたる時に劉
リウバウトク
夢待が
　　
得
　　
送ル詩に
　
相
ヒ逢
モ相
失
フモ
両ツナガラ如
シ? 夢ノ爲
ナリ
　　
レ雨ト爲
ナリニケン
?　
雲トヤ今ハ不知、此詞どもにてかけり。
。た
ゝ
つ
く
〳
〵
と
。大
空
を
の
み
か
こ
て
ど
も
。か
よ
ふ
ま
ほ
ろ
し
の
ことつてもなけれは。たまのありかをそこたにしらす　
　
是
は
、長
恨
哥
に
、玄
宗
の
楊
貴
妃
を
恋
て
、
魂
魄
の
︵
六
八
ウ
︶﹄
　　
ありかを尋ね給ひし事より起りて、源氏の
　　
桐壺の巻に、桐壺の帝の、源氏の君の御母更
　　
衣にわかれ給ひて、なげき給ふ時、此長恨哥の
　　
詞をみかどおぼしめし出て、
　　
?? 尋
ね
ゆ
く
ま
ぼ
ろ
し
も
が
な
傳
に
て
も
玉
の
あ
り
か
を
そ
こ
と知べく﹂
　　
是よりかゝれし也。又、
　　
まぼろしの事づてとは、長恨哥にいへる臨
リン
功ゲウ
ノ道
タウ
士シ
　　
鴻コウ
? 都ト
ノ客
カク
が事也。心ハ、
玄宗ノ事より起り、
詞ハ桐壺
　　
の帝の御哥よりかゝれたるもの也。かやうにみねば、
　　
こまやかならず。
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。い
つ
れ
も
よ
そ
ふ
る
か
た
は
事
か
は
れ
と
も
。ひ
と
つ
お
も
ひ
は
お
な
じかるべし︵六九オ︶　　
よそふるかたとは、源氏のたづねゆくの哥の事也。
　　
我
思
ひ
に
よ
そ
へ
て
い
ふ
事
は
、か
は
れ
ど
も
、わ
か
れ
を
か
な
し
　　
むなげきは、いづ もおなじ事ぞとなり。
。さても此。いまはむかしになりぬる人は
　
＼為家也
。としはやそぢのよはひに 二とせはかりやたらさりける。時は五代の君にあひたてまつり　　
人王八十五代後堀河院
　
四條院
　
後嵯峨院
　
後深草
クサ
院
　　
亀山院
　
是五代歟。
。家につたふる敷嶋の道 。三代 撰者とそ聞え　　
後嵯峨院の續後撰、同院續古今集、此二代の撰者なり。
　　
但二代の撰者を、三代と後人書写の誤りか。
。在世にも妙なる言葉を残し
　　
和哥詞也︵六九ウ︶
﹄
。なき世にもかしこきあと とゝむる　　
在世にもの對に、なき世にもといへり。かし〇
こ
き跡と
　　
は、先祖相傳 和哥通達 あと 子孫にとゞむる
　　
なるべし。
。つかさはかけな
のイ
び
くにちかづき
　　
大臣ヲ、かげなびくといふ也。為家卿ノ當官正二位大
　　
納言殿に近づきといへり。
。くらゐはおほきふたつの品にのほり　　
正二位ノ大納言也。大納言ノ唐名ヲ亜
アシヤウ
相トいふも
　　
相シヤウ
に亜
ツグ
トよむ也。大臣
ニつぐ官也。
。世をのがれ まことの道をたつねて
　　
佛道也
。
ふたつもなくみつもなき。
一乗法花の行者にて
︵七〇オ︶
　　
為家卿出家して、名ヲ融覚ト云リ。ふたつも く
　　
みつとは、法華経に
　　
十方佛
? 土
ノ中
ニ唯有
テ? 一
? 乗
ノ? 法
? 無
ク?? 二
? 亦
マタ
無
シ?? 三矣
。日ごとに讀誦をつとむる事。二千百
七イ
十部
　　
書に向ひてよむを、讀
トク
ト云フ。そらに唱ふるをば
　　
誦ジュ
といふ也。爰に、貮千百十部とあるは、妙法蓮華経
　　
の題目の事なるべし。
。やまひのとこの今はの際までも。ほ けを念したる事つゐにしつかなり　　
今はの際とは、此世をさらんとする今也。終に静也
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とは、臨終正念也。
。心をひとつにて。終りみたれさりしかば︵七〇ウ︶
﹄
　　
一心不乱に臨終し給へりと也。
。さりともと花の臺におもひをくりても。さらぬわかれのあかぬ名残は な なくさむかたぞなかりける　　
さ
ら
ぬ
わ
か
れ
は
、え
さ
ら
ぬ
別
、死
別
を
い
ふ
也
。花
の
臺
に
は
　　
蓮
臺
也
。為
家
卿
、成
仏
ノ
義
也
。さ
れ
ど
も
死
別
の
か
な
し
さ
に
　　
なぐさむかたはなきと也。
。としころはうと
゜
はまの。うとかりしあたりなれど
　　
宇土濱、駿河の名所也。疎 いふ枕詞也。新勅撰恋
　　
ノ四
　
相模
　　
?? い
つ
と
な
く
恋
す
る
が
な
る
う
と
濱
の
う
と
く
も
人
の
な
り
まさるかな﹂
　　
新古今恋
　　　　　　　　　　
よみ人しらず
　　
?? う
と
濱
の
う
と
く
の
み
や
は
世
を
ば
へ
ん
波
の
よ
る
〳
〵
あ
ひみてしがな︵七一オ︶
。わかのうらちのなみのたよりは　　
紀州若の浦を、哥道によせていへり。
。いかなるえにかひかれけん
　
＼縁に
か也
。ふる里をもはなれ。したしきをもすてゝ。かげのかたちにしたがふためしなれど
　
ばイ
。なたの塩やき とまも く　　
芦
の
屋
の
灘
の
塩
や
き
暇
な
み
つ
げ
の
を
櫛
も
さ
ゝ
ず
き
に
け
り
。ふすゐの床のいを すむひ たになくて　　
かるもかくふすゐの床のいをやすみ
　
万葉の哥也。
。哥のみちをたすけつかへし事 はたとせあまり。三とせはかりにもやなりにけん　　
?? 是
ま
で
は、
阿
仏
の
身
の
う
つ〻へ
を
か
ゝ
れ
し
に
や。
為
家
卿
逝
去︵七一ウ︶
﹄
　　
の
後
、と
し
月
の
う
つ
る
ほ
ど
也
。其
間
、和
哥
の
道
を
た
す
け
、家
　　
のためになりし事、卄三年になると也。
。風にちりしく花に。さためなき世をたとへ　　
飛花落葉 理り也。是より又、四時の轉変をいへり。
　　
古今の序の俤をうつせり。尤文章高き所、及がたき
　　
姿なり。
。
む
す
ふ
い
つ
み
の
水
に。
お
も
が
は
り
ぬ
る
老
の
す
か
た
を
い
と
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ひ。木の﹂まの月のこゝろつくしにも。ほとなく更ゆく影ををしみ　　　
木
間
よ
り
洩
く
る
月
の
影
み
れ
ば
心
づ
く
し
の
秋
は
き
に
け
り
　　
結
ぶ
泉
よ
り
、是
迄
古
歌
共
の
心
に
て
か
ゝ
れ
し
と
み
ゆ
。引
哥
多
　　
あるべけれども、引に不及。道理分明也。
︵七二オ︶
。霜と雪とつもるにつけても きえやすき命をおもふにも　　
是まで四季の轉変をいひて、世のはかなきありさま
　　
をみせたり。古今集の序に、
　　
春のあしたに花のちるをみ
　
秋の夕暮に木の葉
　　
のおつる きく
　
あるは年ごとに鏡の影に見ゆる雪
　　
と波とをなげき草の露の泡をみてわが身を
　　
おどろき
　　
此序をさしうつして、
心を用ひかへてかゝれし也。
凡
　　
慮及びがたき物也。
。朝ゆふは難波のよしあしをかたりあはせて いにしへ今は
の
わ
か
れ
ぬ
る
ふ
し
を
し
た
ひ。
よ
る
も
ひ
る
も
法
花
の
ぢ
く
︵七二ウ︶
﹄
をたのみて　　
八軸也。
。おなし蓮のうへをちきりをく　　
夫婦は三世の宿執を兼たれば、一蓮宅生を契る也。
。はかなき世にをくれさきだつは　　
末の露本の雫や世の中のをくれ先だつためし成らん
　　
此心也。引哥までもなし。
。か
な
ら
す
。生
れ
ど
こ
ろ
を
つ
げ
し
ら
せ
ん
と
。も
ろ
と
も
に
ち
か
ひ
し事　　
夫
婦
の
約
束
也
。
此
ち
か
ひ
し
は
、
約
束
の
心
也
。
一
蓮
宅
生
の
　　
誓也。
。
歎
き
に
あ
ま
る
涙
の
床
は。
と
け
て
ぬ
る
夜
も
な
け
れ
は。
さ
た
か︵七三オ︶
﹂
なる夢をたにもみす　　
為家卿、在世の時、さま〴〵契りし事も、さもなくて
　　
さだかなる夢さへみぬと これ人間のありさま也。
。うつゝにとま 名残とては。何に のぶのと。ひとつに
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もあらぬわすれがたみにも　　
是は、源氏あふひの巻に、
　　
何
に
し
の
ぶ
の
と
、い
と
ゞ
露
け
け
れ
ど
、か
ゝ
る
か
た
み
さ
へ
な
　　
からましかば とおぼしなぐさむ。
　　
とあり。此詞をいへり。ひとつにもあらぬとは、阿佛
　　
には子 またあると也。此詞も誠に其深たぐひ
　　
なき物也。
　　
?? 結
び
置
し
形
見
の
子
だ
に
な
か
り
せ
ば
何
に
忍
ぶ
の
草
を
つゝまし︵七三ウ︶
﹄
　　
此哥にて申されし。
葵の巻のかゝる形見さへとは、
葵の
　　
上の御子夕霧の事也。是 御一子也。然るに阿佛は
　　
き
ん
だ
ち
あ
ま
た
な
れ
ば
、ひ
と
つ
に
も
あ
ら
ぬ
わ
す
れ
が
た
み
　　
?? と
か
き
給
へ
り。
和
哥
の
道
の
廣
き
と
い
ふ
は、
か
や
う
の
所
をみて﹂
　　
其作者の遠慮を、おもひはかるべし。
。夜の靏のこのうちの聲たえす　　
前にも注ス。夜靏の子 憶テ籠ノ中 なくと
　　
いふ詩の心也。
。いたつらになけきかなしまんよりは。
佛の臺にあつらへた
てまつり。
法のいりきをあふぎて
　　
蓮臺を頼み奉る、法の威力也。御法の力也。
。
め
つ
ざ
い
し
や
う
ぜ
ん
を
い
の
ら
ん
に
は。
し
く
事
な
く
や
と
て
︵七四オ︶　　
滅罪生善也。是をいのるより外には、是にしく
　　
物なしといへり
。
け
ふ
の
日
に
そ〻
あ
た
り
給
ひ
け
る
。
地
蔵
ほ
さ
つ
。
一
躰
の
す
か
た
をかきあらはしたてまつる。法花経壱部　　
?? こ
の
け
ふ
〇の
日
と
は、
為
家
卿
の
日
な
る
べ
し。
然
ば、
こ
の
日に地蔵﹂
　　
菩薩の縁日に當り給ふと るべし。法花経壱部
　　
と
は
、
地
蔵
菩
薩
の
像
を
、
一
躰
法
花
経
に
て
か
け
り
と
也
。
六
　　
萬九千三百八十余字なるべし。
。無量義経。普賢経。阿弥陀経 はかたぎをうつす　　
かたぎは形キのあらまし成べし。
。おなしくは是を供養讃嘆して　　
供
養
と
は、
爰
は
三
寶
に
供
ず
る
を
い
ふ
也。
讃
嘆
は
ほ
め
な
─　　─234
︵七四ウ︶
﹄
　　
げく也。尊敬のかたち也。
。
此
功
徳
を
も
て
。
入
道
大
納
言
の
生
れ
と
こ
ろ
を
た
づ
ね
。
な
か
き
世の夢をさまし。もとよりのさとりをあらはして。うへなきぼだいにみちひき給へ　　
此功徳とは、前の法花経、又三経なり。菩提は梵語也。
　　
佛の智恵也。此佛のさとりを引導し給へと也。
。仏はひさしく功をつみし仏。経は命 ともに。ちからをいれし経なり。か れてもあらはれても。利益空しからじ　　
利益とは、佛の、衆生を佛意に至らせん おぼし
　　
めすをいへり。爰もそのこゝろになる也。
。此
廻
向
あ
ま
ね
く
。法
界
に
を
よ
ぼ
し
て
。よ
ろ
つ
の
衆
生︵
七
五
オ
︶
をわたさんと也　　
をよぼしてとは、無邉法界にをよぶ也。衆生とは
　　
釋摩訶衍論に、衆生ハ有
? 主者を云と云々。
　　
わたさんとは、衆生済度の心にて、舟にて海をわたす
　　
こゝろ也。さて此廻向法界にあまねくとは、法華
　　
経三ノ巻、化城偸
ママ
品に、
願
クハ
以
テ? 此功徳
ヲ? 普
ク及ボシテ
? 於一
? 切
ニ? 我與
ト? 衆
? 生
? 皆具
ニ成
ゼン?
佛道
ヲ?　　　　
此文
ヲ以
テ決定したり。
と
ま
る
身
は
あ
り
て
か
ひ
な
き
別
ち
に
な
と
さ
き
た
ゝ
ぬ
命
な
り
け
り
　　
建治元年六月五日
　　　　
弟子敬白
　　
とまる身とは阿佛の身上也。
此哥は、
三の句よりよみは
　　
?? た
し
て、
と
ま
る
身
は
あ
り
て
か
ひ
な
き
と
也。
為
家
卿
の
別
れ︵七五ウ︶
﹄
　　
より何とて先だゝで、つ〇
れ
なき命ぞと也。
　　　
建治元年ヨリ寛文十三年マテ凡四百年歟
　　
此年号ハ前ノ道ノ記ヨリ卄二年前也為家卿
　　
の追善歟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兼
道
以
他
本
校
了
︵
七
六
オ
︶
︵いくうら
　
ひろゆき
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